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は し が き
岡山大学教育学部社会科教室内地域研究会第 16央報告啓として,｢古いデルタ虎村の変貌一岡山
県吉備町の場合-｣を公刊する｡
調査の対衷地域は岡山県都塵那智衛町である｡明治 22年 ム月1日町村制の施行にエ9,庭瀬 ,
平野 ,延友 ,西花尻 ,東花尻 ,)圧入のd村が合併 して庭瀬村に ,T撫川 ,大内田 ,甲撫川 ,日畑村
乗組の4村が合併 して楓 Il村tn=なったOついで ,庭瀬村は明治 54年2月dE],撫川村は明治 57
年ム月1日それぞれ町制をしき,昔傭此庭瀬町 .都塵那撫川町となった｡その後 ,昭和 12年 5月
5日両町が合併 し音節町が誕生し,郡建部に編入せれた｡そして古い歴史をもっこの町は ,これま
で新 しい町づくbVC努めてきたが ,昭和 46年3月8日岡山市との合併に上り,行政単位としての
吉備町は発展的に解消し,岡山市の 1地区である書簡地区と在った.
剖 拓町は東西約5･1KJl,南北約 5.5Km,総両横 10･81Kzn3,東Iji岡山市久米 ,北は御津都一宮町
か上び吉備凱高松町に壊し,西は庄村 ,雨蛙早島町 ,妹尾町および福田村に境を接 しており,北菜
の花尻山 .南西の大内田山を除いて ,すべて肥沃な平野で水田が広がっておD,河川は足守川が町
の西北から東商へ流れ ,笹ケ瀬川と合流 して児島湖忙運しているO
特産品としては瀬川 うちわ ,い草 ,丑黄などが .旧跡としては撫川城跡75:どがある｡また .北部
の山甲には岡山県盲億甘年の家があD,/ト 中･漏 ･大学生 ,動労甘少年の教育およびキャンプの
喝として広く利用されているoまた庭瀬の松林寺には絹本若色開山別峰国師頂相 (殻画 )が ,用人
の真如院には木造阿弥陀如来立傾 (彫刻 )があ9,Vlずれも県の重要文化財に指定されている｡こ
のほか ｢話せばわかる｣の名言で有名な犬垂木丑の生家も川人に今なお残っているo
吉備町は ,そのほほ中央を山陽線 ,国道 2号親が貫酉に通過 し,しかも県簡新建築都市の甲核た
る岡山 ･倉倣両市の甲間要衝の地位を占めるという地理的条件に恩まれ ,最近=場の進出を比じめ ,
ベッドクウ/としての傾向が強-Lib,昭利 40年 a672人であった人口は45年把は101957
人と飛躍的に増加している｡
地域研究会は ,肥沃な平野で第 1次産業を主たる竜薬として歩んできたこの町が ,いか75る歴史
的過零を通り今日LR:いたD,新たな時代にいか忙対応し変貌しつつあるかを歴史 ･地理･箆葉 ･経
済.社会 ･教育 .文化の諸分野から総合的に明らかにしたいと願った.





て終始暖かいと協力をいただいた吉備町史桶さん委見合 ,盲備支所 ,吉備公民館 ,婦人会 ,jR髄 .
商工会 ,学校 ･幼稚園 ,町民の各位の1,-藩であるD心から厚 くお礼申しあげる次第である｡
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第 1葦 吉 備 町 の 概 況
1 位置 ･広ほう ･地勢
吉備町 (現岡山市吉備地区)紘.岡山県中南臥 平温な岡山平野のほぼ中央に位置し,東径 1550






























大正 12年 5月 51日廃止されたo
廃藩駄県後 ,幕帝制下の村落の合併が進展をどすしろ｡旧庭瀬町の成立渦巻をみると'明治8年9月25日vC,
延友村,平野村(東.西,沖分)摘 花尻村,東花尻村が合併して甲郎 寸となり,明智10年2月15日'中田村 '三田
村及び甲南村飛地㌍合併 しこ庭瀬村になったO同日,甲南村は中EH村の飛地を力晩7㌔ 明治14年9月2日'甲南
村は延友村,平野村,西花尻村,東花尻村の4ケ付に分社 Lたが'市町村別の公布(明治21年4月法律第 1号)
に基づ き.明治 21年 6月 1日,庭瀬村 ,延友村 ,平野村 ,西花尻村 '東花尻村及び川入村が合併 して
庭瀬村が成立した｡さらに明治 54年 2月4日'庭瀬町となった｡
旧撫川町の成立については.明治 21年 4月の上記 ｢市町村制｣に基づき周 年 6月 1日,下鹿川札
中撫川村,大内田札 日畑取組が合併して嵐川村と7M ,明治 57年 6月 1日,撫川町となったo









葬 1- 5- 1 世帯数および人口 (書備町 )
昭和 50年 昭和 55年 昭和 40年 昭和 45年
世 帯 数 1.858 1.845 2.121 2.884
人口総数 8,512 8.256 8.672 10.957
罪 4.DD2 5,945 4.151 5,125
女 4.510 4,295 4,521 5,852
戸増 ･人口総数 7占人波とを (注)岡山腺市町村券要覧 (昭和 52,59, 44.46年版)よD｡
9,40年には2.121戸 ･8,672人と世帯数 25占戸増 ･人口総数 454人増となb,さらに,
45年には2.884戸 ･10,957人と世帯数 785戸増 ･人口総数 2.285人増となっている｡
また産業別就凍者数を第 1次産菜 ,第 2次塵廉 ,第 5次産薬の5部門にまとめてみると (表 1-
5- 2参照),昭和 55年においては第 1次産業就業者数 1.404人 (55･8頭),第 2次産農
1,157人 (29,0飾),第 5次産業 1.582人 (55.2年)であったが,その後次第に第 1次亜美









昭 和 5 5 年 昭 和 4 0 年 昭 和 4 5 年
第 1次垂井 1.404 (55.8) 1,595 (51.5) 1.252 (21.7)
第 2次産業 1.157 (29.0) 1.507 (29L4) 1.852 (52一1)
第3次産業 1.582 (55.2) 1,750 (59J5) 2.649 (45,9)
(荏)岡山邦統計年報 (昭和 58,40.45年) よb算出｡
( )内性構成比再を示す｡
またその構成比にかいても第 1次産業は就少し.筋 2次 ･約 5次産業は増加している｡
- 2-
このような近年の世帯数ならびに人口群数の急増,しかも垂薬別離共著数ならびにその構成比にか







もない,本町の農薬をと9まく経済社会環境は急速に変ほうしている｡衆 1- 5- 5によれば,姓家




















昭 和 5 5 年 昭 和 4 0年 昭 和 4 5 年
A 専 業 556 (41.4) 149 (18.0) 100 (12.5)
米菓 第 1 種 524 (57J7) 587 (46,8) 515 (590)
家顔 第 2 種 179 (20.8) 291 (55一2) 590 (48-5)
計 05 8.占 678 82.0 70 87.5
合 計 859(100.0) 827(loo,0) 805(100.0)
経営 ～ 50a 517 511 5145na-1.O丘α 53 5 Dd
耕也 1.0んα～ 1.5んα 185 176 158
氏狭 1.5九α～ 2.0んα 20 22 22
刺A 2.0九α～ 2 5 5
寡数 例外規定鹿家 4 - -
合 計 859 827 805
経普 田 5417ha 555-7ha 504.8九α畑 1 5 18.占 219
耕地南棟 樹 勝 地 ?.7 10.4 7.4
合 計 58占.9 5占2.7 554.2
(荘)岡山頻統計年報 (昭和 5占,40,44年)よbo
家総数の 12.5 ( )内は構成比蕗を示すQ
宙),来英銀家数705戸 (同 87.5飾)と農家数においても.また構成比に=糾 -1ても専業勝 壮散
渡し,兼薬兵家が増加の一途をたどってかD,しかも渡英般家のをかでも筋 2楼兼薬姓家が昭和 55




















経営耕地 田 畑 樹Eil地
棉成比㈱ 盲 昭55年 100.0 9&.0 2.5 1.7
偶 48 100.0 94,8 5.5 1.8
町 45 100.0 94,5 4.1 1.4
岡 55 100.0 74.1 21.8 4.2
山 40 100.0 75,5 19.9 4.8











地位を占めている吉僻町のい草は,表 1- 5- 6の
ように,その作付百校 ･収確立ともに年々滅少の一
途をたどっている｡










表 1- 5- 5 い 草 (岡山鬼)
作 付両 所 収 穫 母








表 1-5- 6 い 草 (吉備町)
作 付面 棟 収 穫 もi























表 1- 5-7 産業別事業所数 ･徒弟者数 (吉備町)
亜 完 昭 55. 6. 1 呼 44, 7. 1
車某所数 従菜者雛 串菜所数 従兵者数
堅 鉱 某磁 殻 美 - - - -21 92 54 247
吹産莱 輿 進 一等 198 726 186 1.572計 219 818 220 1.819
第 卸売典.小 売 巣 174 405 177 617金融 .保険 業 4 26 8 56
吹 運 輪 .通 イ言±蕉 9 95 15 585
産 現気 .ガス .水道虞 1 Ⅹ 2 29
薬 サ - ビ ス 三藁 87 255 110 658
鮒 277 762 545 1,771
総 故 496 1.580 565 5,590
(江)岡山煉統計年報 (昭和 5d1 45年)よbo
をも占めているので,次に製 造 典を概観することにする｡
昭和 45年 12月 51日現在で実施された工菓統計調査 (通商産某省所管)の結果によれば (葬 1
表 1- 5- 8 製造 業の弟種別駐英所激 ･従兵音数 ･製造品出荷額等 (青備町)
(単位金額 万円)
業 種 昭 和 5 5年 昭 和 4 5 年
事典所敏 #簸Eb # 遺 品出荷敬等 事共所数 従業者数 水 道 品出荷額等
食 料 品 製 造 英 4 之9 1.861 4 80 21.555
級 維 工 業 5 45 7.594 5 47 15.2占0
衣服その他の繊維輿晶叔遺業 - - - 1 冗 冗
木 材 , 木 製 品 射 遭 遇 - -- - 2 48 20.445
家 具 装 備 品 乱 造 菜 4 42 2,615 18 202 54.154
パル7.軌 叔加工品製造弟 1 ‡ Ⅹ 1 Ⅹ Ⅹ
出版 印刷 .同駅 連 産 廉 1 Ⅹ Ⅹ 2 142 88,585
化 . 学 工 弟 1 冗 Ⅹ - I-.lI -
裁めし力め 同製品 毛皮熟達農 1 Ⅹ Ⅹ 2 21 2.029
窯業 .土 石 水 晶 輿 造 兵 1 Ⅹ Ⅹ 4 50 28.588
金 属 製 品 製 造 業 - - - 9 178 48.551
一 般 機 械 器 具 灘 遺 業 8 180 8,092 10 475 525.202
輸送用横棚 番異 教 造 兵 1 Ⅹ Ⅹ - - ■-
柑 密 機 械 器 具 製 造 業 - ■l- →- 1 Ⅹ 冗
そ の 他 の 磯 遺 業 157 373 16,405 105 2 4 8 2 7.190
(江)岡山県統計年報 (昭 和 5 6 , 4 5年 ) エ90
-5-
-5- 8参照).吉備町における昭和 45年全教造業の匙遺品出荷額等は昭和55年 59･575万円
の約 16倍の占51,159万円である｡ことに一般機械器具斜道菜壮 10の事兵所 (創造美事茶所総
数 160の占.5飾)で従業者475人 (興造築従菜者総数 1,451人の52･7蕗)を擁して,水道品
出荷額等525,202万円 (全穀造兵出荷額等 651.159万円の5115飾,昭和 55年出荷飯等
8.092万円の約 40倍)をあげているo次V'で事業所軒 2,従業者数 142人の出版印刷,同関連
産業が穀造品出荷額等 88,585万円 (全製造農出荷痕等の14･0帝)を,事業所赦 18.従薬者数





退しつつある (第 7薄経済構造 ･4=菜 ･Hh草加工兵参照)｡これに代わって,機械器具 ･金属救
晶 .家具装備品など当町にとっては新しい製造薬が最近台頭してきている0
(C) 第 5次産菜
表 1-5-7によると.昭和 44年吉備町vcおける第5次産業に属する専業所数は545 (事業所
総数 565の61.1飾),従業者数は 1.771人 (従兵者総数5.590人の49.5多･)'で,卓業所凱
従業者数はそれぞれ昭和55年の112倍, 2･5倍に増加している｡そのうち事業所数 ･従業者数がと
くに多いのは卸売薬 ･LJ､売薬,サービス業である｡
表 1-5-9 規模 (常時従業者による)別商店数,常時従業者数.
年間商品版売額 (吉備町)
規 模 別 昭 和 5 7 年 昭 和 4 5 年
商店数 従兵者数 年間販売額 商店数 従兵者教 年間販 売額
1^ ～ 5^ 145 250 19.875万円 140 259 79.2日万円
4人～ 9人 10 54 18,712 21 125 104,415
10人～ 19人 5 41 27,885 4 占7 51.277
20人.-29人 - - - - - -
50^ ～ 49^ - - - 1 Ⅹ Ⅹ
50人～ 99人 - - - 1 Ⅹ Ⅹ
100人以上 - - - 1 Ⅹ Ⅹ
(荏)岡山県統計年報 (昭和 5占'45年)よD ｡
表 1-5-9によれば.伯和 45年書傭町内に存在する卸売業 ･小売業は商店数 168.従業者数
占82人,年間版売額 5占4,990万円である｡昭和 57年当時にかいて絞,従兵者20人以1の規
模の商店は存在してい72かったが,捌 口45年には5商店出現している｡なお昭和 4 5年巣種別商店
軌 従業者数,年間版売額を表示すれば.表 1-5- 10のようである｡第 7牽経済耕造 .5商業で
-i-
表 1-5- 10 業種別商店軌 従業者軌 年間依託額
(45･6･1) (吉備町) (単位金額万円)
兵 揮 別 商店数 徒桑者故 年間廉売額手数料その他のサービ耕 収入額
卸 売 兵 15 258 244,971 ll,551
代 理 商 . 仲 立 業 1 Ⅹ - Ⅹ
各 種 商 品 ′ト 売 薬 - - - -
放物.衣服.身の回b晶小売果 15 57 7,116 50
飲 食 料 品 小 売 業 dD 146 48,840 2
飲 食 店 27 72 7.755 -
自動車.自転車.荷車等小売弟 6 19 15.871 562
家具 .建具 .じゆう器/J､完策 14 55 ll.905 275







←う 教育 ･文化 ･医療施設等
教育施設としては中学校 1 (公立) HJ､学硬 1 (公立) ･幼稚園 2 (公立) ･短期大学 1 (私立)
が,文化公共施設としては公民館 1･社会体育施殻 1がをb,また水道普及率は90･占啓 (45･5･

























第 2葦 自 然 環 境
1 地 形 と地 質
吉備町は.岡山県中南部,平短夜岡山平野のほほ中央に位置している.そして,東部は岡山市に
北部は旧吉備郡高松町と旧御酔郡一宮町VC.西部は旧都建都正村に,南部は都窪郡福田村.早島町,
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いようであD,最近の ｢沖耕屈｣の用法は.次の 2つの意見が強い上うであるo ｢第四紀沖棟世,
すをわち最終氷期最盛時以後に.主として水成堆鉄にエD形成された地層｣とする意見 (井関
1962沖 最後の (約 18.00 0年前の)低海水#_期以後の堆額物のすべてとする意見 (たとえば

















図 2- 1-2 約 2万年以来の海面変化の模式曲線
日本の考古学 1 先土.監護時代 p41よb
地 平時 代




るのは,ちょうど旧石器文化食後の人々が居住 していたころで,今から約 1万年 くらい前と推定さ

























































わりと却ひ㈹ さらvE進展し,Lll鹿の浜辺で払 すご忙汲水化の傾向があらわれはLm たと推定できるQ
次vC,盲 備町 とその周辺部 のい くつかの ポー リングデー タか ら .この沖税平野
の基底につ いて考え てみ ようと思 う.沖頒Jdの基底 yCつい て .井関 5)(19‥ )
は, ｢ウルム永湖の偉 大海面 低下期の旧河 口 (現 在 の - 1 007花等深 線 vcよっ
て代表 )から試錐点位置が水平距離的に離れるほど,沖朋層の屈原は反比例的に減少 し,紀伊水道
にある- 10 0m等薙線から約 118kmにある大阪帝付近では,沖横周速度傑層上面まで約5 5m
mの沖横屑があるが, 155wIZは放れた岡山県児島湾では, 17m内外で沖GL-層誠底政府に遵して
いる｡｣と述べている｡つまD,被は,ウルム氷期の叔大海面低下朋には.海面は外洋では現在の




岸の岡山港付近では 17- 18m ,青井川河口付近では, 25mの深度で砂棟層に連する｡
これが,井関の述べている沖棟層基底碓屈に相当すると思われる｡ところがこの砂珊屑上面の連続
を吉備町で求めると.岡山港付近で蘇鹿 17- 18mの砂傑眉は.足守川にそって河口からはなれ





一万,茂木昭嘉 )(19日 )は,備讃瀬戸鹿部の海底には5つの平坦面,す夜わち0- 6m平
坦面, 10- 25m平坦面 , 40- 50m平祖面があ9.それらの性格は次のようであると報告し
ている｡ 0- dTT平坦面は,親衛成面に関して波浪によか侵蝕または堆潤されてつくられた平坦面




ち下位面は, 40- 50m平坦面よjH鯵成時代が古 く,40- 50m平坦面の形成にあたっては約
5 0mの海面低下をきたし,そのため 10- 251TL平温面は段丘化し,その外棟は侵蝕されて基盤
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図 21 1- 4 ,kL リング柱状図とその位燈



















? ? ? ? ? ? ?? ??????
?
?? ? ? ? ? ? ???????
1 旧剖 倫郡高松町 2 署備町小西 5普備中学校
占庭瀬駅南 7 吉備町南部 8-10 岡山啓付近
12 書井川河口左岸 15岡山市十日市 岡山製糸K K
18 旧御津郡一宮町矢坂 19 岡山線本物
-15-




























然であるように 図 2-1-6 足守川沿岸における砂鎌層上面の深度
-14-
思えるoとなると,先述したように40- 50m平盤面がウルム氷期赦大海面低下期の確 面であ





























( 748 )現在で伊勢 ･備前など7ヶ国確 田,束墾田を合せ9 94町歩の寺領をもっていたこと
がわかるoそのうち備前国の寺領はつぎの三尊で.岡山市域とその付近に合計 150町歩を領して
レヽたo tし
備 前 国 膏百五拾町 的廿三町 .末節-首廿七町
上 道 郡 五十町 大多羅葦原 四垂.象山守江,南海 閤石門江 北山
一15-
御 野 郡 五十町 長江原 四至 ,東丹比異人墾田 南海 酉津高界江 北石木山之限





と一宮 との間-湾入 していた｡この入江が御野郡と津南郡 との境界で,その西に比糞葦原があった
わけである｡津高郡五十町比美 原は,御野郡の酉に存在し,西の備中界とい うのは,旧白石村大























り.洪水時でか すれば冠水するととの夜L,氾膿尿と怒れ この氾濫原には ,河道沿いに一連の帯状
の高ま Dが見られるくつこれが自然堤防である○これは洪水時に河川が運んできた物質が ,水がひい
た後に残 って生 じた堆積地形である｡構成物周は王にシル ト･細砂で,排水かよいため古 くか らこ
の徴高地には鎚藩や畑地がつ くられている｡自然堆防閲の低地は後背艶地とよばれ,粘土質土壌か
らなる排水不良地である｡水田として利用-されている場合でも湿田と在っているととが多い｡旧流











vlぜい2尺 (約 dOcn)春慶である｡十二カ輝周水の幹韻をはじめとする用水路は ,このような自
然輿防的徴高地上を流れ,後背湿地的低地を悉水路 (排水路 )が流れている｡
､ . (村 上 良 子 )
注
二' 1) これについては,中川久夫が次の論文で紹介している｡
中川久夫 (1966):｢沖銀屑｣について.第四紀研究 ,第5巻 ,第5-4号.
F 2) 井関弘太郎 (19占2):沖棟平野研究の基硬的問題点･名古屋大学文学部研究輸集XXⅥ,
史学 9.
5) 月壕爽平 (19 65)'.地形の変化 (日永第四紀の自然 ).日本の考古学 ,p41･
4)) 岡山県 (1962):岡山県の歴史,第 1茸 第2節.
5) 井関弘太郎 (196占):沖僚届に関するこれまでの知見･第四紀研究,第5巻.第5- 4
号.
6) ボーリング柱状図は次の資料によって作成 した0
. 1.5,7- 12は,通商垂菓省企某局立地指尊重,岡山県 :昭和45年度工場適地調査B,
岡山 ･西大寺=薬地区によるo





, 7) 茂木昭夫 (1965):備訳瀬戸東部の海底地形発達史･地層学雑鼓 ,第 69番,第 819
号.521-555.
･ 8) 岡山市役所 (1962 ):岡山市史 舌代窮,第4約 ･
その他の参考文献
渡辺茂或 (1954):岡山平野の開発.地理論叢 .第5帝 .255-276･
柴崎連准 (1971):第鴎た,第 4章･














衷 2- 2- 1
岡山の気象 (昭和 40- 44年の5年陶平均 )
(和連滞夫監修 :日本の気候に よる )
空重一 月 1 2 5 4 5 6 7 8 9 10 ll 12 吾十
戟堤 平 均 29 57 7P 128 176 21.4 255 27.1 224 155 10.4 5f) lAS
壕 高 平均 85 85 11P 188 75? 267 299 504 27.7 22.1 1`β 108 2oD
最 低 平 均 -19 -19 15 7P ll.4 205 219 228 18P 101 47 OD 9さ
T 湿 度 平均 704 70.4 89P 690 698 758 808 7dD 7ム4 7▲12 76.4 72占 75,a
平 均 等 iL 49 4タ 5占 6_4 i.0 72 75 55 a.5 52 5.0 5.4 59
風速 平 均 24 24 21 1夕 19 18 1タ 1夕 18 1.5l 1.5 2P 1夕
降水丑合計 417 417 885 1145 1598 1782 2544 559 1892 74.4 588 27.11285D I
日照 合 計 1542 1542 182.1 176ム 2522 1899 171D 242さ 189,1 1808 156.9 145721555
時間 日 照 率 49.4 494 494 454 5_42 456 5?2 58.4 454 515 5]占 472i 50D .
水平面日射丑 6867.07ム028 9548100".813eO6.4122550Dll′∠/b15282.498可】.89051月6857.46151.4118Zy5.ど
天%日数 快 冊 86 86 7P 5.4 8.4 56 22 66 54 α】 8D a.4L 74Zl
虫 天 72 72 llf) 15.6 1カ 17.8 182 9ロ 15O 94 8P 84 1375
不 照 5P 50 48 6 5 4 5.0 0.4 占 5ロ 4P 5 45P
≡ 降過 20.1m a.8 88 104 118 112 112 15P 85 108 78 84 52 112L)
n 21DJrl 5P 5P 88 94 98 92 108 56 8P 56 7.05.占 89P
N 21DD肘 12 12 54 4P 5ロ 盟 68 18 48 28 18 08 588
故日数 〝 25〔刀Rm 04 04 04 04 16 22 2占 04 22 04 02 0.0 llD
質 占4 a.4 2.4 000000004 28 19占
a 22 22 lD 1.4 18 2.O ld 02 0ム 22 48 2.0 218
7 0 0 0β 0 1.4 18 5.4 58 08 10 04 015Z l
霜 D D 0 000000 0 080
結 氷 0 0000800 0 0000
庸 雪 12 12 D8 0 008DD000 4P
暴 風 29 1.4 18 04 02 0 02 02 04 0 04 16 92
(イ)概戟
岡山地方の気候の特色は温陳で降水丘は年間を通じて少食く.図 2-2- 日こ示 した中馳 方の
小気候区男声)中瀬戸内気候区に屈する｡
(a)気 温
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岡山地方は 1891年の統計開始から1968年の間に 57.2⊂℃(1942年 7月24日)とい
う最高気温 を,-8.90C(1965年 1月24El)という最低気温をたしているO
当地方の気温の目敏差は春 ･秋に大きく,St･冬に比較的′)､さい0 1月 ･8月には9- 9･50Cで

























hTW 年 月 日 統計開始
日 降 水 丑 177 1892'7.25 1891
1時 間降水丑 69 1950●9. 7 1940
10分間降水盈 27 1961●7' 9 1940
(C)風 ･日照時間 ･温度 ･笛 ･霧 ･降雨など





































全国 15ヶ所(酒EB･仙台 ･福島 ･新潟 ･長野 ･静岡 ･名古屋 ･無位 ･京都 ･鳥取 ･広島･高知 ･





iL 日平均繋温 24.4 24.4 25.0 24.2 24.0 25.425.2 25.5 21,9 25.2 22.1
日食高気温 29.4 28,5 29.9 29.0 27.8 28.45.04 28.9 27.5 27.0 25.4
日食低気温 20.占 20.占 20.9 20.620.7 20.2 20.9 19.0 17ー9 18.2 18.2
5.2 5.9 0.2 2.0
9.8 8.8 4.8 5.5
0.9 0.2-5.5 一口.8
冬 日平均気温 4.5 5.5 7,2 5.0原高 9 9占 12.9 99












図 2-2-5 全国 15ヶ所の貰 (8.7､8月 )の日展高気盤,日娘低気温 ,
日平均気温の平均








ち,盆地性地形のためか一酒乱 仙台 よb崇 くなっているoと言っても,両者とも280cvEも満た
ないo岡山は京都 佃 知に次いT･砧く･29･40CであD.日最高気温の平均は,日殻低気温の平均
では差がなかった広島よb lOc以上も高い｡








図 2-2-6 全国15ヶ所の冬(1乙 1.2月)の日澱高気温 .日録低気温
日平均気温の平均






































方は 00Cを削っているのである｡ところが .1921- 50年の50年閲の口金低気温の平均は.
次のように集計されているO(対確沖天 ･日本の気候による)京都 12月- 94℃ ,1月ニー 1.
4℃,2月ニー 1.1℃ .岡山 12月-9,9℃, 1月--1.1℃ ,2月-1 0.8℃
わずかtL･がら,京都の力が冷えこむという数値がでている｡
この 1921- 50年の平均値と19ム9年の値とのくいちがいは,何に泡表するのであろうか｡





引 用 文 献
1) 小 野いく江 (1970):岡山地方の気候
一宮町の歴史と現在 第2音第 5節




普 :広島市の 地 理
下村彦-
新修広島市史第一巷第-T編
参 考 文 献
正野重方他編 (1989)気 象ポケッ トブック
-25-
第 5章 人 口 と 集 落
1 人 口構成 とその変動


















こqJ50年間のうちにもその変動正それぞれ3)時軌によって特徴を示 している.図5- 1- 1よb
概括してみると丘)昭和 10年までCJ停滞期と昭和 15年までCJ淑少期,②昭和22年での免職 ③そ
の後の停滞期と昭和 25年を境とした減少,@昭和40年代Q)急敵を人口増加 である.
①大正9年から昭和 15年という時期lL)社会経済は,大正 7年 (1918)に終わbを告げた第一次
世界大戦によb,成金的成長Ik遂げた｡しかし,交軌膚国aJ経済の復興によって編出市場を失tへ 大
正9年 (1920氷 は早くも恐慌にかそわれ,金脈 億を経て昭和 1年 (1929)世界大恐慌が起こb,
それが日本にも汲及し,中小企発CL)多叔qJ倒産 ･没落.1万では,野本の苦しい典中化という不況q)
滴えんしていた時代である｡









1930 1935 1940 1947 1950 1955
S5 10 15 22 25 30
図 3-I-2 産 業 三大 分 類 別 人 口 比
荊一次 甫二次 ホ三次▼ ▼
-28_
襲 5- 1- 1 岡山市の人口変化
日本 の人 口 総数汗刃指 数
1920年 (T. 9) 55.591 1ロ0
1925年 (T.14) 59.175 101.7
1950年 (冒. 5) 65,872 105.4
1955年 (S.10) da砧2 109.4
194D年 (S.15) 71.400 1D9.2
1947年 (S.22) 78.101 155.0
1950年 (S.25) 85,200 15占.4
1955年 (6.50) 89,27占 158.7
19dD年 (8.55) 95,407 157.2
19占5年 (冒.40) 98,275 155.1
総 数 指 数 岡山県 指 数
1920年 (T. 9) 94,585 100 1,217,698 1口0
1925年 (T.14) 124,521 151.7 1,258,447 101.7
1958年 (S. 5) 148,舶7 157.1 1,2815,962 105.4
L1955年 (S.10) 1砧,144 175.8 1.552,447 109.4
'1940年 (S,15) 1占5,552 172.9 1,529.558 1口早2
.1947年 (8.22) 140,651 14ad 1.占1?,622 5ーiD
l1950年 (8.25) 1占2,904 172.5 1,如1㌧099 13i4
1955年 (S.50) 255,754 249.2 1.占89,880 158.7
19占0年 (冒.55) 506.757 524.5 1,67nD78 157,2
19占5年 (8.4D) 558,695 559.5 1.朗5,155 135.1
1970年 (S.45) 575.10占 596.5 1,707,026 I一o.2
吉備町の人口変化 (国勢調査)
1920年 (T. 9) 1,4dd戸 占.5占1人 ミ246人 1515人
1925年 (T.14) 1,47占 占,720 5,501 5.419
1950年 (S. 5) 1,477 占,755 5,517 5,458
1955年 (良.10) 1.504 I 7.DOS 5,425 5,580
.1940年 (8.15) 1.440 占.817 5.557 5,480
1947年 (良.22) 1,812 8,255 5.957 4.298
1950年 (8.25) 1.814 8,455 4,047 4,588
1955年 (S.50) 1.858 8.512 4.002 4,510
19dO年 (a.55) 1,8占5 8,25占 5,945 4,295
19占5年 (良.40) 2,121 8,d72 4,151 4.521
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はいっていくe)であるo以後昭和 1占年 (1941) に太平洋戦争が開始し,昭和 20年 (1945)
に終戦となるaL)である｡



































QJ推移は,表5-1-2に示 されるoさらにそれを三大分娩別に示 したもeJが表 5- 1-5であるo
それによると昭和25年lL)第 1次産薬 (鼻林水産菜),第2次産業 (エ菜 ･建設 ･製造菜),第 5
次産菜 (商業 ･迎格 ･通信 ･公務 ･サービス兵)a)削合はそれぞれ, 4ま1多, 28.0帝, 289車
であD,岡山県全体では56･0啓, 2011飾, 25.9帝,日本全体では 45.8飾, 21.9多等2917
多である｡こQJ数字からみると吉備町は第 1次座敷 鹿穀就農人口が圧倒的に多く,過半数近 くを
占め,岡山県,日本全体と比べ,餅若を差はみられなかったO
表 5- 1- 2 苛備町産鄭 Ij^ 口碑成uJ変化
昭和22 25年 5叫三55* 40年 15年 昭和22年 25年 50年 55年 40年 45年
濃 集 輿女 99一 941 888 746 455 547 漣 輪 男 184 211 22〔】 194 264 54785 597 75 657 77 702 女 19 9 7 2 Sd 59
!林業及び一■ 男 2 1 80 02 サ-ビス英 罪 5 176 184 224 271 445女 0 0 0 1 女 ･2 84 42_ 149 44 59
狩猟菜 総数 2 1 00□5 総数 7 2dD 526 595 515 85占
漁菜及び 男 4 5 2 1 1 0 公 耕 男 147 101 124 111 121 175水産拳殖 女 1 1 000 女 51 20 8 25 4 52
莱 総数 5 a 2 1 1 0 総数 178 121 152 15ム 145 227
鉱 薬 罪 0 0 2 1 0□ 屯 気 罪 14 55 55 55女 8 D D 0 〟 . ス 女 1 2 a
総数 0 0 2 1 D0 水 道 業 総数 17 55 Sd 41
赴 造 築 罪 564 447 418 524 858 B8d 分頗不能 男 48 1ロ00ム女 125 4 285 80 405 560 女 10 0 1 1 7
総数 487 891 701 9041f】451.446 の 産 薬 総数 58 2 0 1 1 15
卸 売 205 215 512 295 545 505 合 計 男 21902256255925851412β165555輿女 84 160 225 38 29 484 J女 1238154 1,48 1552411
金 融.保 輿 2d 28 45 56 54 dd
























弄 5- 1- 5 産菜三大分･類別人口 (国勢調査)
岡 山 県
昭25年 50年 55年 40年 45年
第 1次蓮井 418Al7 4052555ム0β11295,859258,448
第 2次 15叩50 185B05 215,751255,190522?71
常 5次分 類 不 能 178,185 22A.175 259B55508占00570P58451 24 148 157 575
日 本 (単位千人)
昭25年 5□年 55年 40年 45年
第 1次産巣 17:208 16,ill 14257 ll.751 10P砧
第 2次 7,812 †22〔I 127占4 15,595 17.占51
第 5次 105占8 15928 1ムJS82 20.4占5 24509
分類 不 能 57 2 8 19 15
総 数 55J528 59.2占1 4与β91 47,占10 52P47
吉 備 町
昭22年 25年 50年 55年 40年 45年
第 1次産粂 1β94 1545 1′648 1,40LI 1.595 1252
第 2次 585 1,004 854 1,157 1507 1852
第 5次 895 1P51 1524 1,582 1750 2849
分類 不 能 58 2 □ 1 1 15
賢からeJ数字であるが805戸で 岡 山 市
あ D,そCJ内容は,専英 10戸を
除き715戸,即ちおよそ88帝




昭25年 50年 55年 40年 45年
第 1次産業 6,400 18787 15D88 21.989 18798
第 2次 18,799 2占,77占 54夕9占 49.514 57.014
第 5次 5占,585 5占.5□5 50.110 95.446115596
分 類 不 能 d5 2 28 5ー 195
総 数 占1,647 9?,8占8 1187Dd 1占7,000 191.ム01
赦1.585人,平均すれば-中英所 当た9 8･8人であ D,小企業がほ とんどであるこ と がわ かるo
レう 年齢別人口構成
吉備町における人口は図 5- 1- 3と表 5- 1- 4によっても明らかをように男 5,125人,女
5･852人で男 10 0に対する女の割合は 11517と高い割合を示 してLnる｡これは吉備町だけeJこと
でなく日本全体に対 しても同じような傾向がみられるoこCJ原因としてVi , 5 0歳前後を中心 とし
た男の戦争による死亡,また 2□～ 50代の男は不慮の容赦,移動が激 しheJで若干の調査 もれが
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図31卜 3 書t一町年齢男女別人口 (昭和45年固執 こよ引
男5,125 搬入口 10,957 女 5.832











うことからもわかるように昭和 50年, 55年と襲 5
- 1-7から,転出qJ方が転入よ9 149･102人と多























襲 5- 1- 4 書備町年齢,男女別人口
(昭和 45年回調による)
総 数0- 4歳 10957 5125 5β5224 4占7 47
. 5- 9 720 555 565
15～ ー9 1J45 4占0 585
20- 24 1,156 457 679
25- 29 lP51 481 550
5CI′一54 802 425 578
55- 59 827 409 418
40～ 44 742 575 5占7
45.､49 565 249 51占
SOへ_54 46ム 202 264
55′ー 59 52占 255 291
80～ 64 450 205 247
65～ 69 575 178 197
70へ_74 500 144 156
75-ー 79 152 58 1?4
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表 3- 1-5 県内市町村別転入者前任地 (転入者名簿経よb作成)
前 任 地 桓 咋 55* 40年 45* 前 任 地 昭和50 55* 40年 45年
岡 山 市 9 1 121 171 556 金 光 町 1 0 0 0
倉 敷 市 40 4 1 ム0 124 鴨 方 町 1 2 1 0
津 山 市 0 1 18 10 里 庄 町 4 0 1 1
玉 野 市笠 岡 12 51 21 75 矢 掛 町 0 2 1 5
井 原 市 2 0 1 4 美 星 町 D D 1 5
総 社 市高 梁 4A 102 4ll 715 芳 井 町 0 1 口 2
新 見 市 9 1 15 8
高 松 町足 守 92 121 12ll 710御 津 町 0 5 1 16
一 宮 町 16 a 2 9 夫 備 町 1 4 占 1
建 部 町 10 01 2 5 昭 和 町 2 ロ 4 2加 茂 川津 高 1 A1
有 漢 町北 屠賀 陽 0a2 10 04 A42
瀬 戸 町 1 20 4 01山 陽赤 坂 20 25 成 羽 町 1 1 1 0
熊 山 町 1 0 0 A 備 中 町 0 0 口 5
青 井 町 0 5 D 1 川 _上 町 4 0 5 0
備 前 町 0 1 1 1 神 郷 町 0 0 5 1
和 気 町 2 8 4 2 哲 多 町 8 0 2 0
佐 伯 町 D 1 1 0哲 西 町 0 0 1 0
牛 窓 町 1 D 7 1 勝 山 町 4 0 1 2
邑 久 町 1 0 2 0落 合 町 1 1 2 1
長 船 町 0 1 0 4 汲 原 町久 世八 束 村 0D 0 口50 201
辞 崎 町 □ 2 04 649興 除 村藤 田 05 0 加 茂 町 D D 1 2
東 児 町 D 0 2 0上 斉 原 村鏡 野 町勝 央 01 01 01 1茶 屋 5 1 4
妹 尾 町早 島 24 79 178 51 大 原 町 0 0 □ 1
庄 村 7 10 19 10 莫 作 町 0 D D 2
福 田 村山 手 52 41 20 90旭 町 0 2 1 0
滞 音 村 1 0 1 0久 米 南 町米 102 49 402ム5 1日 5;f 12ム78
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表 5- 1-6 県別転入者前任地 (転入者名帝より作成)
前任の都道府腺 和58年 55年 40年 45年 前任の都道府腺 昭和50年 55年 40年 45年
北 海 道 5 5i 5 1 兵 庫 県 ll 4 15 4 0
骨 森 県 2 奈 良 腺 2 1 2 2
首 城 児 1 和 歌 山 県 5 5 2 2埼 玉 県 5 鳥 取 A 5
千 葉 膿 1 1 広 島 県 15 1 5 2d 7 0
東 京 都 2 4 27 山 口 県 4 2 25 4
神 奈 川 県 91 1 1 1 香 川 県 5 7 2 0
新 潟 県 1 1 愛 腰 麻 5 8 2 5
古 山 原 1 4 16a 高 知 県 104 147 415 4石 川 県福 井山 梨 2 1182 福 岡佐 賀長 崎 原 1 85
岐 阜 県 12 熊 本 腺 2
愛 知 県三 重 大 分 県鹿 児 島 1 1 2
京 都 府 占 国 外 212 287
昭和5.0年 55年 40年 45年
転入 転出 転入 転出 転入 転出 転入 転出
県内 249 主54 2dS 295 457 288 d78 517
腺外 98 140 47 119 212 144 287 317
合計 547 498 512 414 849 452 945 854
昭和 50年から一打して,転入,
転出とも県外よb県内と()結びつき
が強い｡県外が表 5- 1- 7よb昭





i,転出は県外が 58啓とふえてきている｡さらに襲 5- 1-9よb県別転出先をみてみると･広島
.大阪 .兵庫 ･東京 ･香川 .愛知 ･山口･静岡･奈良の版に多い.転入者前任地をみると･広島 ･大





結びつきにおいては昭和 50年, 55年と転出()方が多いが.昭和 40年には蓑 5- 1- 6よb転入




れぞれ 187人, 47人,も･よそ55帝, 15%,昭和 55年には, i84人, 58人で, 62飾,
15帝と耐JH]'て 70頭を占めることになる｡ (ちなみに,昭和 50年吉備町q)媒外流出先第 1位は
大阪で2 2人, 55年は広島で15人である｡)
転入が上回る昭和 40年,そして急増を示す 45年に,県内からCJ転入者は,岡山市が昭和 40
年におよそ 40飾,昭和 45年におよそ47虜,倉敷市が卦よそ9多, 18頭とたってかD,岡山
市 ･倉政市からe)転入者の割合がふえてきているo
襲 5- 1-8 県内市町村別転出者転出先 (住民移動届凝よb作成)
転出先 55 40145 転出先 ー〔年 55 40 45 転出先 〔年 55 40 455
岡 山 市 187 184 156 201 灘 崎 町 1 7 2 0川 上 灯 2. 000
倉 敷 市 47 58 58 98 卯 除 村 05 0 4
神 郷 町 □斡 山 市 2 4 8 9 藤 田 村 □000
玉 野 市笠 岡井 原 85† 1451 810521 東 児 町 占 00 0哲 多 町西 0茶 屋 2 8
勝 山 町 ll 00 1
総 社 市 7 5 16 2 妹 尾 町 5 4 5 9
高 梁 市 82 2 22 早 島 町 2 8 4 5 落 合 町 0
新 見 市 0 1 a 4 庄 村福 田山 手 5 41 0151 501 勘 原久 世八 束 村 0御 津 町 1 1 5
一 宮 町建 部加茂川 1201 1051 221 清 音 村 000 2 中 和 村 0
船 能 町 2 0 1 5 加 茂 町 5 1125
津 南 町 102 7 金 光 町 0 08 7 上斉原村 0 0
鴨 方 町 02 0 a 鏡 野 町 1 0
瀬 戸 町 00 2 2 里 庄 町 2 0 85 勝 田 町 5 □
山 陽 町 002 0 勝 央 町 5 0
矢 掛 □ 82赤 坂 町 00□1 奈 痕 0 0
熊 山 0 1 1 1 美 星 町 1000美 作 町 7 1 6
青 井 町 0000 勝 北 町 1 ロ1
芳 井 町 0□ 00
備 前 町日 生 00080 大 原 町西粟倉村 0高 松 町 15 9 2 18
0 00 0 汁 1 00 4 中 央 町 11
青 永 町 0 1 1 1 真 備 町 □0 4 2
和 気 町佐 伯 400 1020昭 和 町 2 800旭 町久米南米柵 原
有 漢 町北賀 陽 08 0801 01ol
牛 恵 町邑 久長 船上 道 1 002 01 計 55占 295 288 517
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蓑 5- l- 9 腺別転出者転出先
転出敷 都道府県 昭和50年 55年 48年 45年 転出細 道府県 昭和50年 55* 40年 45年
北 海 道郡 馬 腹 124 4 1 1 和 歌 山 保鳥 取 県 6 8 14 26
埼 玉 県 島 根 県 5 5
千 発 願 1. 5 広 島 膿 1 83 2 2 5 8東 京 都 2 1 1 d 2 山 口 妹 14 48 1 5
神 奈 川 県 52 51 4 8 徳 島 県 2缶 山 腹 1 1 香 川 2 1
石 川 県 51 愛 嬢 児 1584 1119 4 8
神 井 原 高 知 県 1 1
山 梨 県 12 神 岡 ,LR 2 7岐 阜 1 51 2 佐 賀 県 1 1
静 岡 腺 5 長 崎 腺 5
愛 知 県 41 184 熊 本 県 2
三 重滋 賀 12 1 大 分. 県宮 崎 腺 114 21
京 都 府 5 5 8 鹿 児 島 腺
大 阪 府 2 7 4 9 5 1 4 5 国 外 1
表 5- 1- 11 吉備町地区別人口及び世帯救 (人口移動明細表 より作成 5月 51日現在,昭和
人 口 48年度は米穀通帳による人口移動典計表 よb作成)
昭和 59 40 41 42 45 45 4占 指数
庭 ノ 瀬 1977 2012 2.122 2.559 2.492 2,724 2,860 144
平 野 785 859 1050 一.151 1.226 1,644 1.709 218
延 友 414 41占 445 4d2 476 529 540 151
東 花 尻 455 451 450 461 458 459 457 105
西 衣 尻 548 550 545 5占1 601 609 i-18 115
川 入 840 828 882 897 874 944 998 1ー 9
T a 川 2,115 2.114 219占 2.206 2,224 2,275 2,275 108
中 撫 川 5王8 542 541 555 586 659 669 124
日 畑 乗 組 148 ー47 155 5ー5 156 142 159 94
昭和 59 4D 41 42 45 45 46
庭 瀬 525 545 575 820 477 800 855
平 野 2D8 244 518 545 57d 550 552
延 友 90 92 1ロ0 104 114 140 147
来 社 尻 94 95 94 98 98 105 102
西 花 尻 129 152 150 15占 147 154 157
川 入 197 198 203 216 21d 246 2dD
下 撫 川 522 529 5d2 567 572 616 455
中 妹 川 11ム 119 120 123 155 158 172
日 畑 東 組 27 28 29 50 50 29 29
大 内 田 157 15? 141 ー45 148 146 145
iii1■ノー｣
吉備町の地勢は北部に庚申山をはじめとする百メートル級の山並みがあD,南西端即ち,大内田
に八十メー トルほどの山々があるが,ほとんどは平野部であるo図 5- 1-占をみるとわかるよう
に,吉備町a)其ん中あたDをLji]道二号線,それを斜めに山陽本線が通っている｡こeJ吉備町が現在,
10の地区に分かれておD,表 5- 1-11よb,昭和 4占年度現在,庭瀬 2,8占0人,平野
1,709人,娃友540人,東花尻457人,西花尻618人,川入998人,下撫川2,275人,
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中撫川dd9^ ,日畑乗組 1.509人,大内田占口5人である｡歴潜と下撫JIIと平野で合計 6,844
人で, こe)三地区で書備町人口G'L)占5%を占めている｡人口変動で激しい増加を示してV,るQJは平
野である｡昭和59年eJ785人から昭和4占年の 1,709人と2倍以上に在っているoそe)転入
者uJ年齢別人口(J内容を,表 5-1- 12a)昭和45年の賢科でみてみると, 20代の 142人と





































次に,衷 5- 1- 11よbみれ軌 昭和 59年から= 年の間に庭瀬で 44帝,延友が51多･
-I
中溝川24乱 川入 190占,国花尻 15承,下熊川BS .束花見 5頭である0
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表 5- 1- 12 地区別転入者年齢別人口 (転入著名醇,転入届専接より作成, 40年鹿賀科不
足のため作成できず)
50年
庭 瀬 尋 野 砥 友 東 花 尻 西 花 尻 川 入
男 女 紘 罪 女 揺 輿 女 紘 男 女 紘 男 女 総 男 女 総
0～9 16 5 2T1 1 5 4 01 1 11 2 000000
lO～ 19 12 占 18 1 7 8 2 2 4 101 4 1 5 04 4
20～ 29 22 18 こ40 8 9 17 5 2 7 81 1 0 5 5 4 5 9
50.ー 59 9 12210 2 5 5 02 2 1 01 0 0002 2
40.ー 49 10 5 l15 2 5 5 0002 1 5 01 1 0D0
50′-59 1 2 5 2 02 01 1 008101008
60.ー 69 1 4 5 0 001010000 日 0000
70.- 1 01 0000D0DD000001 1
T 撫 川 中 撫 川 大 内 田 日畑乗組 盲 備 町
男 女 紘 男 女 総 輿 女 紘 輿 女 紘 輿 女 総
ロー.9 8 8 16 1 01 000000 27 18 45
10.ー 19 ld 15 51 0001 1 2 00 0 57 56 75
20～ 29 17 22 59 1 4 5 2 5 7 02 2 59 75 152
50～ 59 10 4 14 1 2 5 2 1 5 00 0 25 28 51
40.ー 49 5 4 7 1 2 5 01 1 00D 18 15 55
50′～ 59 5 1 4 1 01 1 01 0009 4 15
dO～ d9 02 2 000 0000002 i 8
庭 瀬 千. 野 延 友 東 花 尻 西 花 尻 用 人
輿 女 紘 輿 女 紘 拷 女 紘 男 女 紘 男 女 揺 男 女 紘
0へ_ 9 5 8 1.5 1 01 1 01 0000005 1 4
10～ 19 12 9 21 i U6 2 1 5 1 01 0002 2 4
20～ 29 24 51 55 6 10 16 4 4 85 4 9 5 2 5 10 10 20
SOへ_59 5 5 10 2 2 4 01 1 0000 1 1 5 1 4
40--49 5. 5 8 5 05 00001 1 1 1 2 0D0
5D′､_59 02 2 1 5 4 000011 1 1 2 1 1 2
dO.～ d9 1 01 1 1 2 00 0101101 1 01
70′-.} 1 5 4 01l 1000000□1 1 0□0
下 撫 川 FPW Jl 大 内 田 日畑東胞 昔 備 町
輿 女 揺 男 女 総 男 女 紘 男 女 総 罪 女 総
0～9 7 9 14 5 1 a 1 01 00 0 25 19 42
10一一19 5 4 9 0001 4 5 00 0 29 20 49
20～ 29 8 24 54 2 5 7 2 8 10 1 1 2 65 101 166
50～ 59 10 4 14 2 1 5 01 1 00 0 22 16 58
4CI～ 49 4 5 7 01 1 01 1 □0q 15 10 25
50～ 59 1 1 2 1 01 0000005 9 14
60.ー 69 1 1 2 □0000 0000占 2 8
壷 ~ー嘉1 平 野 延 友 東 花 尻 酉 花 尻
輿 女 総 輿 女 総 男 旦 座 輿 女 株 男 女 揺
0-9 22 25 45 28 28 5占 2 15 15 lJ 4 5 1 5 4 ll 2 15
てOへ_19 9 55 44 20 7 27 5 1 占 ′ー 1 2 2 □2 5 1 4
20～ 29 62 88 150 7占 dd 142 7ー 1`ー 51 5L. 2 7 5 9 14 15 17 50.
40一､-49 A a 12 ll 7 18 1 2 5 Ol- 1 1 5 1 4 5 5 a
50.-ー 59 2 2 4 5 4 9 1 O1 01 1 1 2 5 1 1 2
6 0- 69 2 2 4 1 4 5 05 5 0Dロ01 1 ロ00
下 加 川 中 枚 川 大 内 田 日畑東組 吉 備 町
輿 女 紘 男 女 紘 顔 女 揺 輿 女 総 男 女 総
0～9 12 12 24 2 5 5 5 I 4 00 8 82 89 171
10～ 19 19 7 28 2 2 4 1 01 00 0 42 54 114
20～ 29 47 49 9占 4 8 12 5 7 12 00 0.254240474
50～ 59 14 A 20 5 2 5 2 1 5 0.1 1 94 55 149
40- 49 5 7 12 1 2 5 1 5 4 00051 52 45
50～ 59 2 4 A 5 85 さ □5 000 18 14 52













ld ll 2d 8 8 1ム 1 1 2 5 2 5 85 5
12 16 28 2 15 15 7 9 1占 01 1 5 占 9
4 ll 15 7 5 12 2 4 占 0002 5 5
12 5 17 1 2 5 ロ002 5 5 1 D1
5 5 6 00ロロ 0 D000000
2 5 5 0□□00ロ 00ロ 00000002 2 ー01 000000
T 撫 川 中r撫 Fl 大 内 用 日畑束組 五 億 町
:男 女 揺 男 一女 紘顔 女 揺罪 女 ■
9 12 21 5 5 8 2 ロ 2 000
26 21 47 2 5 5 1 1 2 0口0
18 19 55 5 2 5 5 3 8 01 1
15 10 25 1 4 5 2 2 4 0U0
8 7 15 2 □2 ロ a8080
2 5 5 0□0D 1 1 0□002 2 011 81 1 000
2 5 5 000ロ0ロ 00□








庭 瀬 平 野 延 友 束 花 尻 西 花 尻 用 人
顔 女 紘 罪 女 総 輿 女 紘 輿 女 紘 罪 女 紘 男 女 紘
0-9 8 8 16 5 5 10 1 1 2 0 002 02 4 1 5
10- 19 14 14 28 9 4 15 1 01 5 05 2 1 5 7 4 ll
20- 29 24 25 49 9 9 18 04 4 2 7. 9 5 4 9 7 9 16
50一一59 7 5 12 5 1 占 02 2 00 002 2 2 4 占
40′､ 49 7 4 ll 02 2 00811 2 008181
50′､ 59 2 1 5 2 1 5 00000001 1 0 0 0
占0′､占9 1 2 5 01110180 00D. 0 0 □0
70′■､ー 1 1 2 0D0000000011 8 0 0
下 撫 川 中 撫 川 大 内 用 日畑束組 吉 備 町
男 女 総 罪 女 紘 男 女 総 罪 女 紘 罪 女 ′ヽ亡､
0へ_ 9 5 10 15 1 8 101 100 0 2占 26 52
18′､_19 9 15 22 2 2 4 1 1 2 00 0 48 59 87
20.-_29 12 51 45 2 4 占 占 5 9 8 1 1 占7 97 164
50.ー 5 9 6 5 9 1 1 2 00000 0 21 18 59
40.-49 2 4 6 1 01 000000 12 ll 25
50.､-59 1 2 5 01 1 00 0 0005 6 ll
60- 69 1 4 5 8D00000005 7 10
摩 簡 平 野 延 友 束 花 尻 西 花 尻 用 人
罪 女 紘 罪 女 総 輿 女 紘 男 女 総 罪 女 総 男 女 紘
口へ_ 9 25 16 41 51 28 59 4 4 8 2 2 4 1 2 5 5 1 4
10.- 19 14 10 24 15 14 27 2 4 6 1 2 5 7 2 9 8 1 9
20′.ー 29 59 85 122 41 59 100 5 9 14 7 10 17 5 7 12 8 18 2∠l
50～ 59 19 15 54 25 1ム 41 7 07 4 15 7 1 2 5 4 2 6
40～ 49 6 5 ll 10 5 15 1 1 2 5 05 2 5 5 1 01
50.ヽ_59 2 02 2 4 占 1 01 0 00000011
60.-ー 69 04 4 5 1 4 01 100000 0000
7O- 1 01 08 01 1 811 000000
下 撫 川 甲 撫 川 大 内 用 日畑東組 盲 備 町
.罪 女 総 罪 女 稚 男 女 紘 輿 女 紘 男 女 総
0～9 ll 15 26 1 1 2 2 02 0 00 80 69 149
10.～ 19 14 7 21 2 □2 5 1 4 0U D 64 41 105
20～ 2.9 24 41 65 4 5 9 105 15 1 1 2 144236580
50～ 59 15 7 22 5 1 4 1 5 4 011 7i 50 129
40-ー49 7 5 一口 0 11 5 05 00 0 55 16 51
50～ 59 2 5 5 1O1000 0 0 08 8 16
60～ 6 9 81 10U D11 2 0D04 8 12
-42-
襲 5- 1- 15 地区別転入者,転出者 (臣民移劫属鎌より作成)
転 入 50年 55年 40年 4 5年
頗内 県外 計 保内 県外 計 県内 腺外 計 県内 煉外 計
庭 瀬 85 55 118 98 19 117 110 47 157 225 99 524
東 花 尻 5 占 9 15 口 15 15 7 22 20 2 22
一西 花 尻 10 0 10 5 5 18 15 ll 26 50 ~5 55
川 入 ll 5 1占 52 占 58 54 2 5占 51 21 72
下 撫 川 87 27 114 52 8 占0 182 55 157 106 65 171
中 撫 川 ll 4 15 15 4 19 8 占 14 55 5 5占
大 内 田 ll 4 15 16 ー 17 27 5 52 17 14 51
日 畑 乗 組 2 0 2 2 0 12 5 0 5 1 0 1
吉 備 団 地 - - - 15 5 2_ 7 4 0 4
? ??? ? ?? ??????? ?? ? ? ? ? ???〜 ー
膿内 県外 計 県内 県外 軒 県内 膿外 計 県内 県外
庭 瀬 95 29 2ー2 79 28 107 75 55 110 179 128
平 野 52 15 47 51 15 44 44 29 75 109 70
延 友 24 10 54 ll 4 15 7 4 ll 17 18
東 花 尻 10 2 12 10 a 1占 10 5 15 18 8
酉 花 尻 15 占 21 10 6 1占 1占 15 29 25 12
T 撫 川 110 45 155 95 55 12占 84 57 121 100 48
中 撫 川 22 10 52 1占 10 2ム ll ll 22 12 9
大 内 田 14 5 19 2ロ 5 25 18 8 28 22 9
日 畑 東 組 1 - 1 4 1 5 1 1 2 2 1
転入者の昭和45年度年齢別人口を衰 5-1-12.那 -ト 7てみてみると津野と同格 いずれも
20代 次VC50代,0代が多く,しかも.男のノ∧巌 が女の人数を上回っているoただし,庭瀬の
10代には女が55人,男9と女の方が上回ってかむ,これJ.tt中国短期大学への入学者があるから
であろう｡ (数字は昭和 4 5年定むもQ)である｡)
転出の方をみてみると衷 5- 1- -51り転入 と同じようを傾向が出てくる｡ 20代が多く･0








は日華事変をどe)吸争のためであろう机 昭和 10年から昭和 15年eJ間に減少しているo昭和15
年から太平洋戦争を紅さみ,昭和 22年e)終戦後の閲に,人口は急増している.昭和 25年以降,
昭和 55糊 qJ淑少姐 これは昭和 50年代の全国の出村にみられる傾向である｡その流出先は･
岡山市が一番T,次に倉敦市,大阪府,東京都である｡昭和5 5年から昭和 40年C)的加･そして






転 入 年齢 別 (吉備町)
24) LO0 -0 61) 10 加
盟
弟 下 姐 川
者■■丁
-41--
























? ? ?? ?
図3-1-8
転 出 年 齢 別
地 区別 I,,聖内転 入 者

































図5-2-1 岡山県内の郡別人ロ(明 治 22年) 数科 :岡山■県市町村⊥覧L-ーq仁
･ L･二二･1,1ー 1. - L¶ -‥ ･ .′
イ




西 北 粂 郡




東 北 粂 郡
東 商 粂 郡 の 廠












あるが,二つ以上の因子が相互に関連 している場合もあるO明治 20年代における庭瀬村の転出 .
転入の原凶には次の7つの田子を示すことができる｡




明治 25 24 25 26 27 .29 50 51 l計 %
転 住 4 6 い ) 4 5 9 14 ll 5 9 15.5(15) ( 5) (9)(8) ( 45) (18.4)
結 婚 5 25 17 22 19 4259) 50 50 208 54.5(16) ('5) (24) (12) (114) (46.7)
# + 7 4 6 5 4 5 5 8 42 ll.1(` d) ( 4) ( 4) (10) ( 7) (51) (12.7)
孝 女 2 0 1 4( 2) ぞ8) 2 1 1 15 5.5(5) (1) (1) ( 9) (5.7)
分 家 ロ 4 1 0 1 U ト 1 1 8 2.2
私生子 0 1 0 5 ど 1) 5 4 4 17 4.A(0) (2) ( 5) ( I) ( 7) (2一9)
離 婚 5 2 7 5 5 6 7 0 55 a8(7) ( 5) ( 8) (5) (9) (50) (12.5)




岡山県外 か らの転 入 岡山県と隣接している広島鼎や兵庫県からの転入が多く在るだろうと
いうeJが調査前CJ予想であったが,これが見串忙裏切られ,海を-だてた香川県が圧倒的に多く,






明治 22年 9月神戸～兵庫間開通 ′






明 治 25 24 25 26 27 29 50 51 計
中国 広 島 県兵 庫山 口 1 1 51 21 占21
四国 香 川愛 媛 県徳 島 1 1 1 1 a 4 121
九州 福 岡 県大 分鹿 児 島 1 1 1 1
近戟 大 阪 府和 歌 山 県 1 1 51 2 91
関東 茨 城 県東 京 都 1 2 1 15
岡山まで鉄道が閑通 した当時qJ運賃は 1マイルについて下等 1銭,中等 2銭,上等 5銭で,岡山
から庭瀬まで 4銭,倉教まで 10線,和気まで 17蝕,姫路まで54銭,神戸まで7口銭であったO













岡 山県内 か らの転入 岡山県外から(i,転入と違って,岡山県内からの転入Ld:,地理的に隣接
している地域からe)転入が多L^.
賀陽郡 内 か らの転入 賀陽郡には当時 18の村が存在した｡庭瀬村へ転入してきた人(J村は,
人口と世帯数においてどんな特徴7=dTもっていたlJであろうかOこれを園化 したrJが歯 5- 2- 4で
ある｡
人 口 n 世 帯 せ
? ?
?

















% 仰 526人 全P8緋 7才
図 3- 2- 4 賀働郡内cJ人口教と坦帝政 (明治 22年)
史料 岡山頻市町村-覧
弄 5- 2- 5 怨鰐都内から0･)転入
I 明治 25 2∠ー 25 26 27 29 50 吉1 酎
凍金村 2 4 1 5 2 7 5 5 27
高松村 1 1 5 1 5 2 1 15
足守村 41 1 1I 2 1 2 ll
生石村 1 5 2 9













(図 5- 2- 5)
表 5- 2- 4 度僻村から他府県への
転出
明治 25 26 27 29 50 計
山 口兵 庫 2 1 1 1 24
広 島 1 1 2
京 .都大 阪奈 良 2 21 2 1 42
東 京神奈川 12 1 1 25











出 ･転入｣qJテーマをいたk'き,自分も古いが 収 めにとbかかったが,毛範でせかれた明治時代
e)文彩は沈みづらく･悲鳴をあげたいほどであった｡
しかしこうLnう状態を続け如 iらも･ここに lつのレポートが作成できたことは,こeJ上 もなく
















戸川遠安が5万石で庭瀬を藤封した後,｢ノノ子土佐守正賓- ノノ子正宣 (安室)- -ソノ子
安風 (幼托して延宝 2年より家督を継 ぐが同7年早死)聯鹿,シカル-,弟主計七才 (遠雷)五千
石ヲ腸,後チニ玄零 卜称スo地域ヲagIj,本丸ヲ主計工藤,是ヲ撫川 卜云,堀ヨリ嵐 二ノ丸ヲ廃城





















のJ娼係から庭瀬領を中心に,江戸初凪 明治初期,現在を比較 し,変容を見てL^ くことにするD



















③戸川新右衛門弥書 鉄砲足軽, 20人扶持 高58ロ石











































年山陽本線が開通すると駅前に詰所ができるO⑳干物鼠 ⑳米屋,⑳旅宿,⑳⑳質嵐 ㊥ 日遵乗法
正山信成寺,､垂魚鼠 ⑳ 町医者e)屋敷 @ 橋本屋文右㈲ヨ『,職業は不明,⑳ は高札で,藩CJ御蝕を
掲示 し,撫川方面から往来する人々に周知した｡
㊥重商⑬㊨⑲粛 まvlずれも侍尾坂であるo(43)は戸川玄蕃屋敗に通 じる道であるが･㈲ r儲主に移
対したとき,ここに大手門を設けたo⑲ 古城虻,t@戸川玄者御屋敷,ならびに会軌 であるOまた
火()端にあるf@払 栗坂村にあった定林寺を再興したもCJである.が 後 に, これは,元禄年間,
板倉氏が庭瀬を入封したとき不変院の北に移し,松林寺と改めて祈願寺と定められた｡
5-5-2は,明治 4年の廉帝当時の家中崖教庭瀬藩邸内略図である｡ 5- 5-5は,明治 5年
11月調べの備中賀陽郡第 15大区,小 18区庭瀬町本町の図である｡ こC)2つを合わせて,明治
初動の庭瀬陣屋町とし, 5- 5- 1とQ)比臥 せた現在 (図5- 5-4を参照)への変容の過程を
追っていくことにする｡












5- 5- 5には,前述のq板倉家侍帳 jK名を連ねている武士の名前が見られる｡たとえば,図
5- 5-5eJ也の西野畳茂治 (徒士四両二人)紘,かつて 5- 5- 2の邸内△印の所に住んでいた｡
子孫は現在,街道沿いで衣料品店を営んでおられる｡そUj前払 下駄 米,塩たどを売っていたと
かo明治になって殿様が東京に行かれたから,明治4, 5年頃に本町Vこ移ってきたということを伺
ったoその他 森田柳嵐 岡本♯軒 (外様拾^取乱 御近習,結人並,禄高不明),荒木恕平Ijtど
の名も見られるOが･また中央に出ていく者も多かった｡つまD,明治になると,士族は中央vc出
-601
図3-3-2 庭 瀬 藩 邸 内 略 図 (NL4)
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階 箱 と坪 数の 関係
托 托 地 中 ホ ･,ク ,I 〟' , , ,I/, , 〟 ,
亜 蛙 小 小 50708090101502025030350100150500
性 蛭 石 石 b一石 石 77石 石 6 16 右 も 石
-占2-
階 朋 と間 口の 関係
耳伽J'Frjl.blろ
70lo15()200250300350400450508



























































5- 5- 5によると,⑳は間口5間5合e)水汲場,6)は高札場で轟は空地である.①幅 2間,長
























































(立野 悦子 中原 住患)
_Ad一･
第 4章 苗代 ･中世の吉備町
































































われる｡北から.旧高松町高田･宮内 (注8) ･惣爪 (荘 9) ･新邸 (注 10･11) などの遺跡

































井の指押権 ･祭紀樺)としての樺隈を,塊団忙対する私的支配の手段として利用する｣ (荘 12)
上うになってくるQそして首長が死ぬと,集団成員の莫大な労働力を殻下し巨大な古墳を築造する
過程で,首長の専制的を権力を誇示し,｢従属塊田や他奥田に対し,前首長の司祭確をうけつぎ.













寺伽藍繰越餐財帳』(荘 17)VCよれば,｢上道郡五十町 ･･･(中略) .･.御野郡五十町,長
江原0匹l至O凪 丹比来人墾田｡南,海｡軌 津南界tZLo北,石木山之限｡津高著l抗十町,比栄華
- 70_･












･声 酷 慧 藁山 .,..".' 江 長江


















































の五郡にわけられたが,吉備町に線のある地名としては,天平 11年 (759)の『正倉院文苛 』




平 』によると庭棚 には屯倉から転化したとも推測される ｢三宅里｣の名が見える (荘27)が正
確には不明である.又,賀陽郡 ･都字郡の地域の大税納入者として比 津臣 ･鍵屋臣･賀陽臣など











































(14) 西川宏 ｢吉備政権の性格｣『考古学の諸開成』 (考古学研究会)頁148
(15) 前掲 ｢青備政権の性格｣頁145- 171
(16) 回順はこれに謝 瑚捌 虻して-｣掛､肺 臓 けての一帯と音れている
(17) 永山卯三郎編『岡山県鹿地史』 (827発行 ･農地改革記命綱集委員会)頁 416
(18) 前轍『岡山児戯地史』頁416及び石EEl寛 ｢岡山市隣接地域の条理｣『岡山市史』 (S
57発行 ･岡山県)第4網窮 4節
9) 聞壁忠彦 ･改子『岡山の過跡めぐり』 (S45発行 ･文教出版)頁92
0) 前栂 ｢書備政権の性格｣頁156
1) 永山卯三郎編『吉備郡史』 (612発行 ･岡山県吉備郡教育会)巻1,頁505,貢
410～ 413











(28) (29) (50) 図1-2参照
前掲『岡山の過跡めぐb』頁 110
(51) ｢賀夜郡死亡人弐拾参入 免税宅肝召伯弐拾束伍把 - ･中略･･･八EH部郷死亡入管
人 免税宅伯伍拾束 奨浪漫戸主賀陽臣恵理麻E,口矧場臣路･中崎 ･｢日羽郷死亡人参
人免税菅伯染拾栄伍把･ヰ 掛 .秋野鼻声王賀陽Ei,J瀬 口白髪部臣其虫卦 ･--｣
前栂『吉備郡史』頁802
(52) 藤井駿『書備地方史の研究』 (S46発行 ･法蔵飴)頁55
(55) 前掲『昔怖地方史の研究』頁40
(村上啓子)



























刑部郷 ･其盛細･費や細･八田部郷･三須邦･服部舟･板倉輝･生足郷 ･河面郷.庭瀬郷 ･撫川郷
･探井部の各部であるが, 『備中誌』には ｢此用水ノ､･･･(略) - ･用水万骨瞬二云,常永元
年上b同二年此川成ると京.時の債主妹尾太郎搬 下知として其臣福井二価在衝門尉奉行として造


















の森｣ (総社市上林)にある (注 目 ) とも,鳥山城虻の東髄 (津高町中原)にある吉塚がそれ,







とは.舌傭津神社文町 (注15)の中の ｢神主賀隊朝臣其謝状｣ (建久 4年正月) ･｢抄弥花押謝
状｣ (宝元5年 10月) ･｢沙弥順阿花押訴状｣ (正安5年巳丑2月)によってうかがえる｡少く






応永元年 (1594)の『吉備津官総額文典J)(注 18)には,｢都字郡四郷 撫川郷百五拾牧




瀬郷 ･板倉郷を押領して神傍としたとなってvlる｡ (注 19)庭漸 ･#川抹香傭津神社文王羊の中忙
散見 してか9.天文7年卯月 12日付 (1558)の石川家久野状に ｢御社儲三ケ細｣ とあること
から神社のある板倉郷と隣壊する撫阿部･庭瀬細は社儀であっ7tことがうかがえる｡ところで撫川
ICあるがこれは現在の盲傭町撫川ではなく.菅は今の日畑のあたDを撫川とV,ったらしい｡(昏 20)













田左近将監盛朝 (正平年間) ･肥後守平韮明 (正平年間) ･細川治部少輔常琳 (応永年間) ･石川


















































































(1) 『岡山県の歴史』 (S45発行 ･岡山県)頁 149- 150


















(1占) 前場『書備郡家巻中』頁 1548- 1550
(17) 同上 頁1201- 1202
(18) 同1,頁155D
(19) 同『書備群書集成 (五) 』頁401 (吉備浄神社芸E) ･同 ｢吉備郡誌巻中｣頁 ld91
(2D) 前掲『都窪郡誌』頁29
(21) 前梅『吉備群許集成 (五)』頁402 (吉備津神社記)
(22) 同上貢 401- 402












(55) 前掲『吉備群苛集成 (≡)』頁78 (備前軍記)
(5占) 前掲『吉備群町娘成 (五)』頁249- 250 (備中府誌)
(57) 前輪『備中誌上』頁51










第 5 章 近 世 の 吉 備 町
1 封 建支 配の系汚
い) 支配の啓 ･知行所 ･代官所の系譜
求 5- 1- 1 幕末における吉備町地域の村別支配 の状 態
支 配 者 燕兼にかける青備町地域の村々
庭 瀬 滞 音倫郡の内中田村本村 .中田村内庭瀬町 .同内河噂町 .
(板か氏) 甲南村飛地 .延友村の一部 .平野村西分 .同沖分
西花尻村 .茶花尻村 .中田村飛地 .川入村
撫川知行所 吉備郡の内三田村
(戸川氏 ) 都窪部の内
下執 り村 .中胤 El村 .日畑兼組





1) r岡山廃部治誌J上 (岡山県 昭和15年発行 )
のP758.P761よ9割作
#末において,吉備町地域





















その後,延宝 7年 (1879年 )に改易になるtで 8D年間,戸川氏庭瀬滞がとの吉備町地域を治め
た｡
(i) 初代 連安 (助七郎,肥後苧 )




(ti) 2代 正安 (市嵐 土佐守)










































妹尾村 ･大内田村 ･撫川村 ･東庄村 ･山地村 ･矢部村 ･鳥羽村 ･業坂村 ･徳芳村
石膏寓五千六百四十八石七斗駿
貿勝郡之内 四箇村










寛文 9年に家督を継ぎ,弟安成忙妹尾(1500石)を分ち与 ん 石高払 約21000石 とをった｡
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廷宝 2年に死亡,行年 27才｡
(iv) 4代 安凪 (幼名鍵殿助 )
帯主在位期間,延宝 5年 (1675年 )から延宝7年 (1d79年 )までO
延竜 5年に過債を継 ぎ,弟遠田に撫川 (1000石 )を分ち与え,安風怯, 20000石を領 したD
安風kt,延宝 7年に 9才で死亡,後嗣がないため戸川氏庭瀬帯は,改易されたo
(t) 第 1次代官所支配




元轍十二年己卯年二月四日依釣 (以後略 )井子土佐守正量軌 其子幼憲二テ妊宝二年 6家督 ヲ組
同七年早世依之断絶 然三井弟主計八才五千石 ヲ賜,敬二玄啓 卜称ス,城地 ヲ削本丸ヲ主計=軌
足ヲ搬川 卜宏,堀 ヨT)菜二ノ丸 ヲ廃城 トナシ御代官所 トナル,其後久世出講守韮之拝慣ス,其経
基担 fLWTJユ リ又松示 抹云蒜忘鮎 BJi 云表 1-I-q_-=一月板倉窓高槻 (雌 略 )
と参9, との中の｢東二ノ丸 ヲ廉城 トナシ御代官席 トナル｣という文輩に注目するからであるo
すなわち,戸川氏庭瀬帯 の領地の大部分が代官所の支配下におかれた ことを示すとともに,東二ノ
丸の跡に代官所が置かれたととを示すと解釈できるからである｡
そして,天和 5年 (1685年 )に久世韮之がこの地へ巷封 してくるにともなって, この代官所trL
鼠止されたもので参ろうo
だから,この代官所は,延宝 7年か ら天和 5年まで, 重しかけ 5年間にわたって, この地域をおさ
めたことになる｡
(C) 久世氏庭瀬帯 について
下総匡Ⅰ関楕城主であった久世韮之 (出3'守,讃岐守,大和守 )紘,天和 3年 8月忙動地を備中圏賀
陽 ･都字･窪屋 ･牧口 ･小田 ･後月 6郡のうちに58ロOD石倉給Ln,庭瀬に居 した.
兵事 5年 (1686年 )には,備中周賀願 ･小田 ･後月5郡の領地 を丹故国桑門 .船井 ･多紀 ･氷上
4郡のうちにうつされ,亀山城を給わった｡
これによD,苫僻町地域 (矧 rl知行所領をのぞ く)比 再び天領になったO




そして, この代官所比 点草 5年から,於平信血 t移封 して くる元敢 6年 (1695年 )まで, この
地を治めているo






































































すなわち,俊平億過払 元締 6年から元轍 10年(1697年 )ま
で庭瀬に在城 したことになる｡
後払 享保 7年 (1722年 )に 47才て世を去っているO
(I) 窮 5次代官所支配
松平借通が去ってのち,板倉玉露が庭瀬に移封してくる間の状況













丑 昌ld:,蒐永 10年(1655年)に 15008石を三河 ･上総 ･下総 ･山城の各国の内に債 していた
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和 5年(1685年)に倍敵国伊奈 ･佐久 ･上総国市折
の5郡のうちに20000石を領 したO
正量は,貞草元年(1d84年 )に死亡 しているo
(i) 初代 丑高(重職 僻之丞,顔母,越中守 )




元緑 12年に領地を備中EE)賀陽 ･都辛 ･′｣咽 5郡の
うちに移封されて20000石を領 し,庭瀬に居城 したO
彼は,正億 5年に大坂で死亡,行年 48才｡










中田村 ･磨漸町屋汝 ･中田村西野新田 ･同村新出 ･延友村 ･同村新田 ･東花尻




















































また,元醸 15年 (1700年 )当時の侍帳は夜いが,元線 1d年(1705年 )の｢庭瀬滞板倉家侍
帳｣がr吉備郡史 ｣巻中 (岡山頻吉備郡教育会 昭和12年発行 )のPP.2599-2405にのって
いるから参照されたhD
これによD,当時の家臣の数,および中間 ･若党の数 も判明するであろうo
写兵 5-1- 1 庭 瀬 城 地
(tt) 2代 昌信 (初釜も 丑次賂 右近 讃肢守,右衛門任,因幡等 )
怖主在位期限 正徳 5年から芋保 15年 (1750年 )T2で｡


















































許主在位期間,享保 15年から天明4年 (1784年 )までQ
勝輿は,草保 15年に父昌倍の迎願をつぎ,宝暦元年(1751年)にはじめて,対地におもむいたC
天明4年に子席志に家督をゆず D,発政 8年(1796年 )に死亡.行年75才｡
(iv) 4代 勝志(鶴盲,主水,主水正 )
滞主在位期間,天明4年から天明5年(1785年 )までO
天明4年に家督をつぎ,同5年に死亡,行年41才.





天保 15年(1842年 )に死亡,行年 78才｡
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もと
(vi) 占代 勝氏 (輝之施 主水iE)
藩主在位期間,享和 5年から文化元年 (180･!年 )までo
草和 5年に父勝者の家督をつぎ,文化元年 12月に死l= 行年 17才O
(vii) 7代 勝賢 (虎三郎,越中守 )
藩主在位期間,文化 2年 (1805年 )から天保 5年 (1852年 )
彼は,5代目帝主膚興の子として生まれ 文化 2年に聯氏の聾子 とな9,家督をつ ぐC
天保 5年に病気のため隠居 し,働勝貞女啓子忙し,家骨をゆず ったO
(viii) 8代 勝貞 (鱗之進,横粗守 )
帯主在位期間,天保 5年から苗永7-I:年 (1848年 )tでC
彼は, 5代目藩主勝筈の子として生まれ,天保 五年に叔父勝資よb家督をゆず bうけるO
嘉永元年に安藤対馬守備由の2男を春子とし 家骨をゆず b隠居 した｡
そ して,彼は,嘉永 2年 (1849年)に死亡 行年 49才O
(ix) 9代 勝成 (佃 次郎,越中守 )
借主在位期楓 薪永元年｡
彼は,安藤対馬守倍由の子として生せれ,轟永元年 5月に勝貞の華子 となD,家督をゆすりうけた
か 同年 6月に死亡,行年 28才｡
(Il.
写真 5-1-5 源勝貞任摂沖守 真 吾
(Ⅹ) 10代 勝全 (銘之進,摂津守)
藩主在位期間,茶永元年から安政 5年 (185d年 )-2で0
- 91-
彼は,酒井志摩守息恒の2男として生まれ,嘉永元年 に 勝 成 の 末 期 春 子 となD,家値をついだO
安政 5年に彼払 家督を藤子勝弘にゆず 別愚居 した｡
そして,同 5年 (1858年)に死亡,行年 29才｡
(Ⅹ1) 11代 勝弘 (摂津守 )
帝王在位期間,安政 5年から明治2年(1869年 )まで｡
彼の生所は,明らかで夜いけれども,安政 5年に勝全の寺子 となD.家督をゆずDうけているO
そして,明治 2年の版姫奉還に よb帯主の座を去 D,明治 42年に死亡,行年 60才｡




































写井 5- 1-4 前山神社所蔵の甲也
帥 戸川氏鮒 Il知行所について
宋 5- 1-5 瀬川知行所領主戸川氏の系甜
1)r書僻郡史｣尊下 (岡山保育僻部数常
会 昭和12年発行 )のP2658 及び
幸恵武治薯r第 9科系諸節J(富傭扱光施
金 昭和41年発行 )よ9作成.
2) ｢凄 ｣という字払 ｢みち｣と駅む｡
耳炎 5-1-5 硬倉氏磨瀕帝の放




















写英 5-1-6 撫 川 城 虻
(ii) 2代 遼東(内膳,土佐守)
領主在位期間,草保 14年から寛延元年(1748年)まで｡
彼払 享保 14年に遭領をつぎ,延字 4年(1747年)に大番頭となったQ
そして,寛延元年に大坂城の守衛についていた時死亡,行年50才D







(Ⅴ) 5代 連発(万戒,連発 )
領主在位期帆 寛政 10年から文化 9年(1812年)まで｡
寛政 10年に兄連邦の頚子とな9,家骨をついだ｡
そして,文化 9年に死亡,行年 17才O
(vt) 6代 連発 (発六郎,主席助,科正 )




そして,彼自身は,明治 7年(1874年 )に死亡,行年 74才｡
















写実5-1-7 秒 H知行所 戸川氏代々の雅
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写真 5- 1- 8 戸 川 逮 敏 の 蕃






















(i)初代 広定 (左衛門稚佐 )
藩主在位期限 座長年中(子細は不明で参るか 座
長5年 よb以後であるととは,確かである｡)から文
永 15年 (1d56年 )まで｡
彼払 寛永 2年 (.｡25年 )VE領知の御舶 )W ゎ
9, 10016石像を領 した｡
寛永 15年に死亡,行年 dd才D
(u) 2代 走正 (初成定,久太助 玄蕃虫 )
藩主在位期他 覚永 15年からA'永 17年(1640年)
まで｡
寛永 15年に父広定の過領をつF,そのうち弟長広
に 5000石をわけあたk,自らは 8510石飴を領 した0
-9d_
寛永 17年12月に死亡 行年50才｡
(lil) 5代 走行(初広別 枠太郎,久太郎,敬 )
藩主在位期間,寛永 18年(1占41年 )から元禄 5年(1690年)tで｡




元禄 5年に死亡,行年 71才｡ J■ TFlLt ■ --∫
(iv) 4代 定矩(助三郎,確任,備中守) = 一-､ ''' lI
滞主在位期間,元禄 5年から宝永 7年 (1718年 )甘でO
彼比 5代目定行の弟戸田搾兵術忠辰の子 として生まれ,伯父定行の女子と-/Ib,元蕨 5年に家帝
をついだ｡
元禄 11年(1698年)に上野国の領地を備中園繋船郡延友村にうつきれる｡ F. = 'LJ
宝永 7年に死亡,行年 54才 ｡ '1-fL
(V) 5代 定英 (助三郎,権佐 ) ､I
藩主在位期間,宝永 7年から元文 5年(1740年 )まで｡ =｢- '･l† ･一
元文5年に死亡, 54才｡ ･- ･｣一一･`･Lj
(vl) d代 走安(初定格 助三郎,樺佐,河内守,伊勢守) ]'Lf! I
藩主在位期間,元文5年から明和 8年(1771年 )
明和8年に死亡,行年42才O ･ 'ニ ー .･l
ちか
(vii) 7代 定静(連三餓 備中守,摂津守,玄苛覇 )
洋主在位期間,明和8年から寛政9年(1797年)まで｡ ▲▲
彼比 較平出羽守宗AI･,子の5男として生まれ,明和 8年 7月に定安の頚子と夜D,同年 12月に家潜
をつぐ｡
寛政 9年に垂子定祥忙家僻をゆず9,隠居した｡ ･
そして,党政 15年(1801年 )に死亡,行年45才｡ .
(vlii) 8代 避 (備中守,虚次取 去現 株佐)
滞主在位期間,寛政 9年から文化9年(1812年 )まTo




(ix)9代 走邦 (初徳三郎,権佐 )
滞主在位期間,文化 9年から文政 7年(1824年)まで｡




(Ⅹ) 10代 走柵(栄之助 )
藩主在位期隅 文政 7年から天保 2年(1851年 )まで｡
彼は,蒔田1,-1女広道の子として生まれ,文政 7年 B月に養子とな9,同年 12月に家菅をついだo
天保 2年に死亡.行年 14才O









そして,文久 5年 (18d5年 )に 10D0O石の封額を賜うO
明治2年の版籍奉丑にともなって帝主の座を去った｡
(j)蒔El氏三須知行所について
(1) 初代 長広 (数馬助 )









(iii) 5代 広苛 (初広睦,源四郎,数馬,誠岐守)
領主在位期間,延宝8年から享保 7年(1722年 )壇でO
彼払 技尾藩 5代目滞主定行の2男として生まれ,広正の容子とをb,延宝 8年に家督をつぐ｡




領主在位期間,享保 7年から元文 5年(1740年 )壇でO
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元文 5年に死亡 行年40才｡
(V) 5代 広敏(右門,数馬,讃岐守 )
領主在位期間,元文 5年から寛延 2年(1749年 )づでO
寛延2年に死亡,行年2占才｡
(yl) 6代 広蔽 (源次郎 )
領主在位期間,寛延2年から宝席 7年 (1757年 )漣で｡
彼は,角南主塔国寛の2男として生まれ,32延 2年に広敏
の養子とな9.家督をつぐ｡
宝席 7年に死亡, 24才｡ 1 1.
(vii) 7代 広堅(金十郎)






















はじめに,東花尻村 .即 硯 棚 ついて見ると.Qiじめて東商避 島村の領加 ついて罷 している





また,既に示した戸川正安在位期間の兜文 4年の儲知日轟に,｢賀似郡之内四 缶村 庭手穴村 ･宮内
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村 ･立田村 ･原小才村｣とあるが, ここで｢座顔村｣といわれているのki,吉備郡内の吉備町地域全
域を含む呼名であろうと考えられるO








元禄 6年に代官所が展止され,松平侶通が庭瀬滞主となったので,当熱 東西花尻両村比 松平氏
庭瀬軒の領地になったD









さら町 備卜 風豊島軌 によれは 正徳咋 紬 ,紳 民度漸帯と三須知行所の領地紛 れ
との状態か 准末までつづいたとされている｡


































r l一ILL至 _一ltlr-` ▲｢L.lr.1. Ji汁
tJ- A. Tl- lr.










????? ??? ?? ?
図5- 1I1 近世における菅怖町内の村別支配の変遜
り 村名につレ､ては,明治 2年 現在のものをもちL^た.
















荏(1) r吉備郡史｣巻中(岡山県吉備郡教育会,昭和12年発行 ) pp,2557-25580




(6) r吉備郡史j巻中(岡山県吉備郡教育金 昭和 12年発行 ) pp,2591-25920
(7) r元禄 15庚辰年 定帳,J日 高島荘太郎氏所蔵文事 )Q




(ll)r盲備郡史 J巻下(岡山県吉備郡教育会,昭和 12年発行 ) PP,2675-26780
(12)字垣武治薯r第 6斡支配者滞J(吉備観光協会,昭和 45年発行 )
(15)これ以後の村名については,蘇末当時の村名を使うo
(14)r吉備郡史 j巻中(岡山県吉備郡教育金,昭和 12年発行 ) PP,2198-22050
(15)r菅備郡史J尊下(岡山県吉備郡教育会,昭和 12年発行 ) pp,26d4-266占｡
(16)r苫備郡史J巻下 (岡山県吉備部数常会,昭和 12年発行 ) pp,2d67-2671C
(17)r書傭郡史｣巻中 (岡山県吉備郡教育会,昭和12年発行 ) p2425 ｡
(服部静明 )





日代㌻fJ上等』(1)の文中｢御科御代層万年長十邸削 ･- 君随 行田中佐決着衛門 (岩月武左衛門云 ｣々
にみられる御代官 ･郡轟行といった首鼠 また r併合家家持帳J(2)にみ られる代官 .寺社町奉行 ･
勘定奉行 ･部奉行 ･郡代等滞役人の名前,及び持高 ･在職年寄によbわかる藩役人の徽章軌 そしてr
御筒舟諸〆井倹約制定帳 J(3)の｢三部村々庄屋共御用二村御代官 呼々出鮎 u限甚遅参三村方 も林劫
相聞侯云々･･-｣より明らかを上うに,滞役人の下に庄屋といった村役人が位匠していたことがわか
るDそしてその村役人とれ r備中周加陽郡川入相五人組改僻 j(4)で明らかをよう紅組巌 ･百姓代 ･
五人組 ･庄島であったらしho以上の番柄をませ めると黄 5- 2- 1になるO
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る｡代官役所の事務を分けると地方 ･公41の二通りになる｡即ち地方とは地理 ･租税 ･出納 ･帳鮮及

















ようであるoそして, こういう大切な役目を持づ蕎役人の任命に払 帯としてもか をb気を配って














帯の場合比 役科からみていくと,F寧保 8努卯年 .宝暦 11年辛巳四月の勘定帳j(8) F板倉家家
持帳 J(9)より,表 5- 2- 2となるo
元献 16年 字保8年 宝膳 11年
勘定奉行 役料簡 50石
郡 奉 行 役科高50石 役科高 50石右五ヶ年之内弐分引 役科 50俵之所-六ヶ年之内拾五俵二相定申候
衷 5-2- 2 庭瀬帯,地方役人の役科葬
そして･役高を藩役人の名にそえてみていくと,r榎倉家家持帳｣(9)r庭醸せ之御領主務元醸年
中御拝地之節庭瀬町日代苛上等 ｣(躍 よb･表 5-2-5が考えられるo
寺社町奉行 城 戸 平 兵 術 50人扶持 元醸 12巳卯 5月 5年
勘定 奉 行 海 野 太左衝門 100石 貞草 5丙寅8月 18年
郡 奉 行 岩 月 武右衛門 100石 寛文 7丁未2月 57年
田中佐次右御門 100石 天和 5契.亥 7月 20年
大河内九左衝門 50石 文久 2-元治
上 原 荘右術門 12石 同上 1
西 田 吉 助 70石2人扶持 〝
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田 中 甚 三 郎 50倭 文久 2-元治
宮 田 発 80石 2人扶持 同上
郡 代 海 野 太左衛門 元醸 12
城戸三郎右衛門 15人扶持 宝永 2 25年
典 田 平左衛門 20人扶持 宝永 5 22年
代 官 万 年 長 十 郎高 橋 佐 衛 門本 多 銀右御井 口 甚 衛 元i陳 4-〟′′50俵 元蘇 12巳卯 10月 5年
竹 中 治右衛門 58俵 〝 4月 〝
本 多 作左術門 50億 // //
守屋裾五右衛門 嘉永～安政
鬼 紋 章右衛門 ′′
表 5- 2- 5 庭瀬藩の地方役人衣








(大庄屋) ｢大庄屋は庄屋の上に位 し,配下の庄屋の正邪 村方の利害,一輝一郡の事体にも




























が,だいたい表 5- 2- 4で示される様であったと思われる｡










村 名 役 名 名 前 在 職 年
中 田 村 日 代 金 右 衛 門 天保 9剛 欝)
庄 屋 野 崎 秀 大 坪 文久元
中田村之内 日 代′′〟年 寄 又 左 術 門 元疎 12
庭瀬町 七 右 術 門 〝 慶長 5
脇 本 栄 三元 帖 屋 彦 四 郎 明治5〟
三 田 村 庄 屋′′ 孫 四 郎 元禄 12如 改 八 藤 太 轟永～安政
延 友 村 庄 屋 耗 波 平 t甥 郎仙 赦赴 汲 Lig′′雑 息 五 却 元敢年中′′正徳宝暦中男政
〝 忠右衝門 天保 9
p 忠 次 曲 安政中
〝 思 克 郎 // (洩尾領 )
" 忠右爾Pt7 文久元
平野村束分 庄 屋′′/ノ〟 祐左帝門_ 元敵中
此右術門 元醸 12(桝 ㈲
搬左禰門 正一徳中
字左alrTq 宝暦中
太 田 徳 讃 安改中
平野村仲分 庄 巌〟/′′ 長 三 郎 元藤 12
戚 嘩 七 天保 9
太 田 助 内森 安 輿左備門 文久元〟
蘭花 尻 村 庄 屋′′〟 藩 十 畑 元殻 中
太 田 肋 内 元静 12
〟 正徳中
太 田 賛 助 寛政中
太 田 助 内松 盲 十 郎要 次森 安 脚 門′′ 天保 9〟妥政中′′文久元元治鹿応 5
_｣1 名 役 名 名 前 在 職 年
川 入 村有 内 庄 屋 犬 飼 息 兵 衛 元敢 ー2
大庄屋庄〟′′星 " 源左柵門〟犬 飼 幸 術〝 仙武右// 究 禰衛 正徳中 元轍 12享保 4宝麿天 9文久元〝 盤 太 郎
庄 屋′′大庄 滑石布門 元禄 12
中 田 恒 五 郎 天保 9
// 五左術 文久元
板 倉 村 E'~層｢〟′′ ｢軒~項- 面着飾門〝 息左席 元禄 12
五右衛門仲 逮 孫 惣東 方 平 八 郎〝 惣 禰久太兵衛載甚丑 太 〟天保 9
表 5- 2- 5 庄 屋 役 一 覧 表
以上 庭瀬帯村々の庄屋役についてみてきたが,蓑 5- 2- 5でわかる様に,庭瀬町にかいては,
其他の村々のように庄屋の次に組頭かせ かれていず,それらに代わるものとして, 日代 .年寄がかか
れ,庄屋 ･組頭同様の職務を果たしていたようである｡それは次にあげる史料によっても明らかであ
ろう｡
｢巳代役&,宗門人別御改帳其外御仕監御触な加 L等艶-当町分は日代候仰付- ･｣ (16)
｢町役人給之偽者 中田村芋川御見取場借三反三畝弐拾歩当米大石四斗八升六合六勺之内二而,
弐石七斗 日代給 ･壱石四斗 年寄給 ･尤文久三亥年j年寄給六斗御増破仰付侯云々
庭瀬町 日代 元的屋彦四郎
日代 脇 本 栄 三 ｣ (17)
をか, この史料によると日代給 ･年寄給が,それぞれ弐石七斗,宅石四斗であったと知 れ るDそ
して日代は二人慣かれていたととが表 5- 2- 5及び次の史料によ9明らかであるO
御免地壱反四畝四歩電石六斗九升六合,内,七畝拾歩 高八斗八升 目代七右衛門,六畝拾四
一10とi-
歩 高八斗宅升六合 日代又左衛門-･･.御年弄地相威儀 其町日代二人居宅巳前柑b･- ,
御免被仰付候尤,御科之飾 -御代官様JF-解放被仰付尿････｡ (18)
(組頭) 名主 (EE農 )を助けて事務奇行 )もの. もと五人組の缶鼠,百姓の内浮良にして材



























以上よ9,庄屋性村の民政,即ち,年斉の徴鵜 勧農は言 う忙及ばず,その他家の不和,田畑 ･山
林に関する争輪等村中にかこるもめことを,正直で依名札展たい心で処理するという役割をしていた
上うであるoそして庄屋の補助役 として大切を役胃をしていたのが組頭であったようである｡




(百姓代) 其村にして,大高特の内 よD一人を通番 して名主以下の職務を監慣 L,併せて常時





以上 庭瀬席にかける地方支配の機械と機能について考察 してきたか 史料が少ないためはっきb








黄御門 .庭瀬町 ･中田 ･用人村 .雀遭宮内村 ･片山通 D･石島居前市助 ･中
田氏御/｣､休 r夫よ州 民野/｣､路 ･適地宮の下 ･桜の屠場 ･向畑 ･本往数云々-
股引半天 IF仁屋 ･組頭 ･股引わらじ問屋前忙罷出る｡右胞村触輔相済甥 御
当日御出役様始御地方様-姐勤之単
嘉永二巳酉年九月





o郡奉行 :票志警 :呂監 制馬
･---･徒士扶供 △村役人日 日
郡奉行供 手明シ








(5) 史料,｢倒領分諸p'ヰ倹約知定傾｣,脇本家 (文脊 ) 天明5緊卯年
(4) 永山卯三郎飽 ｢書傭郡史｣中巷
;恒 山卯三郎著･｢剛 腕通史 ｣下編,日本頬 出鰍 ･i S･57
(7) 地方史研究協議合格 ｢地方史研究必挽｣ 岩波全称




｢書傭郡史｣巷下 第4編近世 第114章 S.15
(14)辛垣武治若,｢庭瀬帯改革記｣ 吉備愛妬会 S.41
(15)史料,｢御領分諸〆千倹約御定棋 ｣ 脇 本 繁 文 8 天明5箕gP年
(16)I(18) (1)と同
(17)史料,｢町屋薮畝高帳 ｣ 高畠家文苛 明治5庚午年
















間川の用水路を設けて,軌 Ilから西へ 西庄 ･中庄 .万蒋 ･菅生の各村-通 じるようにしたo川借は
六周(約 11〝7),長盲仕 8944間(2_71Kn)といわれ-大仰農であって,低地の排水に使 じた
のである｡ これは寛文 5年(16d5)の=番で,人夫はのベ2.6689人を使役 したという｡ ｣
(芋類武治編r庭瀬町麓j原桶第6輯｢支配者頼｣)
ところで 江戸時代に払 出其生産といえば年貢として納めるべき米が主体であった｡中削 りの場
合についてみると,太田次夫家所蔵の免定 (年TI徴収の令状 )の内,嘉永 2年 (1849)のものか
ら,当時畑に紘棉作も行なわれていたことがわかるか 全般的には,なんとV,っても米の生産が主体
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盟轟永 5年 (1850)から段応 5年 (1867)の間の生産状況を免定によって表示すると,襲
5- 5- 1のようであったD表によってみると,蒔末の二十年間ほどは免峯に大 きな変化はみられ75:
L^0万延元年 (1860)には免翠が 0.46959159と他より低いが, これは,検見引などが他の年
度 よi)大 きL^ので,災宥 あるL^比天候不版をど,何かの理由vrよって,不作であったためと思われるD
これについては守屋茂普r岡山県下における潜啓救済史の研究Jl(昭和 55年岡山県社会事業史刊行






表 5- 5 - 1 蘇末にかける中風 H村の生産状況





年 代 村 高 残 高 定 米 免 畢
嘉永 7 500石′′ノ〟 264,2955〟′′ 158,7851 1 0.52511
安政 254 141,5095′′58 0724 oー554669余′′0. 224211
5 159,9495 0_5295226
6 141,5095 0.554669余
方延 元 124,0570 0,46959159
庄 )1.中執 り村太田次夫家所蔵｢中撫川村後分免定｣によ9作成





襲 5- 5- 2 庭瀬律儀村々の村高
｢再で-早 元藤 12(1699) 正徳 4(1714)
川 入 1254亨88 125挿 88
中 田 816.425 81dI425
平 野 99L1,991 994,991
仲 介 297,d8
延 友 27,112 2く),112
宮 内 1589,645 1589,占45
板 倉 54占,dL]2 54dI645
立 日 599,225 599,225
市 花 尻 581,257 561,257























































と罷されている｡これらによれば,当時姓氏たち払 村割 ･奈 ･虫送り･日待 ･月待夜どの年中行功
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の時などで も,大勢強まれば村の掛 りもかさみ,禁止されていた勝負事をする心得連の昔 も出るとい
うので,寄合って楽 しむということは乗 じられていた｡また,着物や身のまわDの装飾品は,華美に
そらないように,質素にと,細かい点にかよぷまで制約をうけて生活 していた｡商苛を行なうことに
ついても,戯作業の間に少 しやるのは よいが,商売専一にするととは心得連 のことであるとして,禁
じられていたのである｡
なあ 吉備町でも庭瀬は町分で,陣屋町を形成し,そこでは商業が行なわれていた｡ ｢苗日記｣(
脇本艮平家所蔵文香 )によれば,町屋に払 船宿 ･薪問屋 ･魚関屋 ･樋屋 ･屋根ふき･傘張挑賄叢 ･
綿打 ･鍛冶 ･墜塗などの家があ9,町内の商売としては,米 ･大豆 ･小豆 ･酒 ･焼酎 ･酢 ･音油 ･味
増 ･塩 .背物 ･茶 ･煙草 ･薪炭などを商っていた｡船宿のあることからわかるように,港町でもあっ
たので,｢寓日記｣に,
高瀬船作州bL薪蛸術前御領糎上越通 り当町黄迄参俵其外方 d々売船主参候

















表 5-4- 1 岡山 県 南部 に おけ る凶荒 ･災 首
西 歴 年 次 月 日 凶 荒 災 害 増水の高 備 考
1654 森応 5明暦元 7. 19 晩秋よb不作にて備前国中飢髄,倒れ百姓を生ず備作全域大洪水 松山 留 甘 藤岡,倉
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西 暦 年 次 月 日 掛 荒 災 普 増水の高 備 考
1666 寛文 d 5. 14 高梁川大水 志井侶 101, 5 倉
1占756 49 延宝売同 27 春伯前群ql^ 多 し傭作金城大供水 慈岡,倉
4_ ll5. 287 〉㈲ 洪水 慈
占. 15 ′備前備中洪水 症
7, 1D. 215 )備前大風雨 岡
1681 天和元 春飢ゆ 倉故棚 t^ 541人に及ぶ 倉
1d86 貞字 5 備前大水
1687 同 4 9. 9d5 10 価作全域大風雨取水 岡,書
89 元轍 2 岡山大水 岡
1690 同 5 同 1.10 岡
1691 同 4 同 1,50 岡
占94 7 同 1.18
1695 同 8 7. 22 同 1,27 岡
16978占 9 同 1012 5. 10 同 1.17 岡
5. 14 同 1.58 岡
5_ 18 同 一 1.17 岡
5. 20 同 1.05 岡
A 5 ,08
1701 同 14 8. 18 同 1,55 岡
17024 同 15宝永元 占. 1 同 1,15 岡
i. 29 同 1.10 岡
7. 28 備作全域大洪水 岡 山1.50 岡,育
a. 50 岡山大水 1.74 間
7 8ー .0 0
17【〕5 同 2 5. 27 同 l,47 開
1707〔)8 同 45 8. 19 鳩前備中大風洪水 岡 山 1.55 岡
9. 15 備前大風洪水 岡 山1,51 岡
占 22 岡山大水 8
1712 正徳 2 5. 27 同 1,05 岡
西 暦 年 次 月 日 凶 荒 災 嘗 増水の高 備 考
1714 同 4 7. 58 9 同邑岡山大水 旭川京衝1,20吉井川吉井村し芸梁 * 喜 rS1,275( : .-:≡. 岡
1715 同 5 6. 18 l備前大水 慈
1716 同 d 占, 8 同 岡
1720125 享保 5同 d710 5, 21 高梁川洪水 倉
5. 28 岡山大水 岡
牌 7, ll 備前大風洪水 岡
閏 7. 15a 24 偶作全域大風洪水備前 風洪水 上
7. 19 岡山大水 1.05 岡
9. 4 同 1,02 間
1728 同 15 A, 5 同 1.10 岡
172951 同 146 7. 15 同 1.80(芸: .I,do506 岡
8. 19 備前備中大風洪水 岡,上
9 48 偶作全域大風洪水備前大風洪水 ,食上
1752 同 17 閏 5ー 7 岡山洪水西国坦専備作全域洪水 1,05 岡
175845 同 5光保 4. 1 岡山大水 岡
5. 9 備前備中洪水 岡,倉
5. 12 同 岡 山 1,08 岡
a. 2 同 岡 山 1,20 岡
5, 9 1.50
174551 延等 2寛延 4 占. 4 同 1,50 岡
8. 18 同 1,15 岡
8. 20 同 1,22 岡
陶d.20 .15
1752 宝暦 2 8, ll. 21 司 1,5506 岡
1755 同 5 高梁川出水 こヒ【コ
8 同 8 同
1760 同 川 5, 21 同 1,08 岡
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西 暦 年 次 月 日 凶 荒 災 晋 l 増水の高 傭 考
17628 同 12明和 5 7. 16 福梁川出水 f 1.50余 岡
8, 9 同 1.08 岡
5. 278, 1 同 1,10余 岡
1771 同 8 夏 5月より8月まで凡そ100日大早 慈
1772 同 9 傭作全域大風洪水 岡山 55 岡,上 倉
17789 安永 78 6. 25 岡山大水 岡
占, 28 備作備中大田雨洪水 岡,慈
7_ 5開~5. 21 岡山大水 1,10 岡
掛 目洪 高
1781 天明元 備中備前洪水 岡山 5 ,倉
1785 同 5 7- 21 備中洪水 慈
17867 同 67 8, 29 備前洪水 岡山 1.00余 岡
9- 7 岡山大水 1.25 岡
4. d 同 ,1
1789 寛政元 占, 18 備前備中供水 開,育
1791 同 5 5. 18 岡山大水 1,50 岡
1792456 同 4678 7. 2占 偶作全域大風雨洪水 岡山 1.50 岡, 育
9. 9 岡山大水 1,25 岡
占7 )大早魅 港
7. 228 8 岡山大-水 1,00 岡
大早損 慈
5
295. 6 同 1.65 岡
土用前よ12大串 慮
17979 同 911 岡山大水 1,00 岡
678. 19 )大串 慈岡
■ 2
1801 李和元 備前備中大洪水 岡山 1,80 ,港
1802 同 2 8. 7 岡山大風雨駄水 1,50 岡
18067 文化 5同 4 567 ､書早損㌔ 慈
( 1′
d 和気郡大風雨
180811 同 58 5. 29 備前備中大開洪水 岡,上
閏 6. 29 備前大雨洪水 岡




? ?? ?? ?
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も発永 15年 (1658)･同 18年(1641)の村高は 575石余 1561石と滅石,天和 2年






年 ･年TT率が低レ､年は何かの凶荒 ･災害を受けたことがわかる｡表 5-4- 1･図5- 4- 1をか9
号ぜて,吉備町を軸 った主を凶荒 ･災iE,LZとその故他状況をみてLJ,きたいo
(a) 寛永期における凶荒 ･災害と救他
励 5- 4- 1をみると,淀永 9年 (1632)･同 12年 (1655)は 5ノ5分 8厘 ･4ツ4分
4厘と低免であるOまた同 15年 (1658)･18年 (1641)は村高を約 80D石ほど淑石 し
て,それぞれの年の村高は 575石余 L561石となっているところをみると,相当の被等を破った




承応 2年 (1655)の秋からの不作に引続いて,者応 5年 (1654),備融一帯(r-1池田光政を
｢我等一代の大難にて候 ｣と言わせた洪水に教われた｡ 7月 18日大水風雨嘘来,丑 19日は大出水
同22日まで減水しないで,旭川はd〝り昔ど増水 して岡山城本丸の内ぜで浸水したといわれる｡その
被等状況他 流 ･駅 ･破損家は土屋教 459軒 ･歩行ならびに足准崖改 575軒 ･町家 445軒 ･鹿
家 2284軒,流死者壮 156人 流死牛馬 210疋 と滋だしく,光政紘城米を出して救助にあたっ





覚文 15年 (9月 21日延宝と改元 )5月12日よb雨天, 15日も空比晴れず夜に入るといっそ
う敢 しく降9, 14日は殊に甚だしく,巳の刻(午前 10時 )よD洪水,酉の刻 (午後 6時 )よD惣





- 堀中-砂入少 埋々 り申候
一 城下町川端石垣並土手崩L;百六拾rLi]
一 士分流家桝家 拾七軒 (中略 )
一 足層流家灘家 七拾三軒 (中略 )
一 町屋流家政家 百拾三軒 (中略 )















此十二 ･三日水谷左京禿勝宗 (備中松山の藩主 )所領洪水にて民戸五百二十-,
男女三十四人 牛馬かず しらす溺死す｡
其外備前 ･備後 L播磨 ･因幡 ･発作 ･肥前 ･肥後洪水の由江進あれ
と記されており,また,r愈数市史Jによれば, 4)
高梁川禾官有の大洪水あわ｡向酒韓の醍防決放 して,倉敷全村水中に没 L^ 土砂
の旅人甚だしく,倉漁村に於ては,岱年の収故山畑を徐いては皆無と759,当時
の歳貢 1千石比価忙15石 7斗 5升 1合に成じ (下略 )

















































(高松 )で姫が 100軒あせb切れ,洪水となった｡｢砂場 (店松町)･三軒屋 (同)床にものほb
けめ,鼓山(高松町 )の各市通牒水あD,津寺村(高松町 )･加茂村(同 )-比通 したへ恥 板倉村
(同)ノ､床より上-のはり｣という状況で,足守川の水は,高松･宮内あたDを湖と化 してしまい,

























r岡山県古文昏娘第三輯 ｣ll) に1れば,｢去歓 (草保 17年 )虫附損亡之故飢人段々多候｣と
あり,草保 18年の早島知行所の様子がわかる｡字傑 17年は,｢番から6月にかけて, しばしげ降
雨があって陰湿陰涼,この頃から九州 ･四国 ･中馴 ⊂軸等が起D.漸次稔内-波及して其の筈極めて
多く,(中略 )収梅単作充たざるもの46帝を井する惨状であって,岡山原も不幸其の中に列する状
態であったO(中略)
当時備中の飢人が何程であったか判無とわからめが 何分西国 ･四国 ･中国筋の私領 .旗本領に於








同 16年(1751)迄 5ヶ年問の平均取箇と同 17年取衝を比軟すれば 表 5- 4- 2の通りにな
る｡
表 5- 4- 2 享保 17年の貢租減額状況
知行所 .料 本 高 米 5ケ年平均取 箇 米 5ケ年平均免 享保 17年取 箇 米 革保 17年免 備考
戸川内緒知行所 5000石 2471石余 4ツ9分4度 1189石余 2ツ5分7厘 慈
戸川左門知行所 SDDO石 1812石 dツ5分4厘 825石 2ツ7分4僅 i
戸 川 内 蔵 助知 行 所 5000石 197占石 6ツ5分d厘 915石 5 ツ 5分 慈







両以上 2万両迄 9等に分ち,大阪にかいて払渡し,明後 19年よ95ケ年賦にて償渡させることとし,
又,万石以下の士1/Eも相及ぼし, 500石 より90OD石迄所領石筒の増加するK従って,金 70両以
上 1a00両迄 6等に分って僻与,その慣遭年限は蕗債と同様にしたo J 13)


























肉を切bQ士をL,格別旨さ味なるよし申候 ｣と懐中を生 じた｡ 15)
また同番所載の｢天明年度凶裁 日記 ｣には｢盟天明IZEl甲辰年,新玉の春にもなれど誰か年を迎へる








天明2年(1782)は春夏陰棚 雨であって,｢去寅年 (天明2年 )者7万内損之年柄二億処主な
よb引続米偵近年無之高値 (図5-4-2参府 )-而下方童而及難敵簾｣ 17)(r御領舟諸〆並倹
約御定幌J天明五年)とあD,天明5年(1785)7月には倹約令を出 したQ
また書絹町の燐の早嶋町においでは,同 6年 も笹 T2月12日,｢備中高松花房左京殿御儀鉄 棒
字耶箕的村百姓徒党巌働之租 津南郡今保村役人 ′注進遥 々申越｣(r天明六丙午碑,備中高松 ･備
後福山 .備中倉汲百姓激動一件御厨方下鵬J,r岡山原下に於ける首巻救済史の研兜｣ 18) とあD,




b) 天保期にかける凶荒 ･災尊 と救他
近世にかける大飢餓は夏まで雨が降b続き,涼 しい堤 を迎えた年にかこっているOこうした年忙壮




注 1) r災害の歴史Jより作成 2) その年の米相場は蓉 ･秋の米相
場の平均値である｡ 5) 単位は石当 b銀何匁
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あったという気候であった.そして, このため米は不作となD,米価の昇勝をきたしたよ図5-4-2参








天保 6年(1855)も飢髄年と在ったO天保 4年と同様に気候不順であ9, 1月の頃 514月の
ように温和で,草木の顕花をみる地方 もあったO書施町にかいて払 昔から非常に恐れられている災
害のひとつである火災がかこったことがr衝日記｣に記されている｡これを詳し(みてLnけば次のよ











亜 7年も同様であった｡備前一帯では作柄壮 5分以T,r都銀郡藍Jによれば｢五穀登らず 8月に
至りて飢感ますます甚だしく,貧民は草根 ･密集 ･変軽等を食ふ｣とあ9,常食としていた食物はす











れば,昧晴は不付と云 りと一色 定めて長壮山分の村独 裁の粉を多く入たるなる
べLo今年は燕も不自由なれば,賓ぬかを唖といふ｡ (中略)














男は 1日4合づつ,女性 1日5合づつを5 ･4ケ月にわたり, 白米として米屋から版輝させて,直産
の授受を擬装せしめた様であるQ｣ 21)
(iJ 安永湖における災寄




5日晩刻から大地畏あれ 撫川 ･庄地方家屋倒瓜し,地面屯裂 して泥土を噴出す｣とあるo安政 2年
10月2日には｢夜十時頃,中風地方'Kて結珍らしさ大地淫かこD,田畑 ･道路打破日を生じ 家屋
動橋甚だしく倒威せしきもの少75からず.人 皆々崖列に起居したDといふ｣(r小田部誌』)江戸に






る救助を奨励 したOまた,草保以後よDr般忙社倉の法が行なわれ 雀た天明8年 2月には藻府は郷






































荘 1) 黒硬勝莫 ･国史大系銅価全輪 r新訂増補国史大系 41番徳川実紀第 4蔚』
(S.40年,吉川弘文館 )p119
2) 吉田徳太郎 r池田家履歴略記上巻J(S.58年, 日本文数出版株式会社 )
P591
5) F'新訂増補国史大系 42巷徳川美紀第 5倍 JP159- PldO
4) 永山卯三郎薯r倉敷市史5｣(S.56年 倉敷市史行委見合 )p150
5) 『音備郡史巷下J(S.15年,岡山県吉備郡教育会 )P5557
















































一大供村 (茶屋多し,戸将大明神 )-西古松町(道よb南に人家あ b)-野田村 (道よb北にあ9)
一今村 (適よ9南にあb)今村官一竹通 し茶屋 (辻村の内 )一辻村(道よ如ヒにあb)一中仙道村 (
道上9両vEあb)1一里塚一両長瀬村(道 よb南にあD)-橋詰茶店 (西長瀬村の内,俗白石の茶屋
-15ムー














といふ )-白石川橋(御津郡 .浄福郡界をb)-久米の茶店 (久米村の内)-久米村(石表まで四町
四十間)一石表 (備前 .備中国境 )-平野村一庭瀬の各所を通っていた｡(r昔傭温故秘録 ･巻之十
七,官道下JP.1) そして,庭瀬をすきITから松嶋村までについての詳細は不明であるが,松嶋村
以西をみてみれば,松鴨村一三田村一中嶋村一中田和一別府村一西坂村一平田村一子位庄村一川入村




































































川崎 2777,深さ0.5mであった｡撫)J儒 というの払 ｢大橋｣の名で親 しまれていた溝川大橋のと
とで,全長約 5占2m, 幅約 2.1nlであったことが知れるo他 この確払 現在比老朽化のためとわ




いわれ,広さ約 69m,狭さ約 067mの所を徒歩で渡 っていたのである｡また遇口板というの比,
現在の玉島市道口であるO絵師川比 重庄と笠岡の間を流れ神ノ鳥の東-流れ出る川 と思われ,広さ
約 1.8m,深さ約 0.5mである｡
これらによれば,庭瀬往来の備前 .備中両国内に剖する7つの川の渡河施政払 橋が 4つ,船渡が
1つ,徒歩渡が 2つである｡
表 5- 5- 1 江戸初期備前 ･備中の渡河施設
/JI'LT 前 備 中 両 国 合 嘗†
山風 庭瀬往来 その他 計 u膿 諜 その他 計 LL間道 庭瀬往来 そe:他 計
檎 8 2 ー 5 15 1 2 2 5 9 4 15 22
船 渡 1 0 9 10 1 1 ll 15 2 1 22 24
徒 歩 0 0 64 64 a 2 241 249 6 2 507 515
荏. 1) 昭和57年発行r岡山県の歴史JP.400よb転蹴




















































簡｢左 於かや摘 みやうち道 青備津
宮 廿町｣
















大橋を渡って南に折れた所 庭瀬在来からわかれて,大内田を-て妹尾 ･早島方面-行 く,三叉路
の西側にある｡高さは地上約 1.5メー トル,台石のある約50C7#角であるo
東｢左 金毘羅道｣
西｢左 岡山 音僻 道｣
北｢右 倉 しき 玉 し柄道｣
南｢明治十四辛巳歳 第一月吉辰観官 寄附方 稚波定五郎 平川源昔 執政藤作｣
と刻んで参る｡
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さて,図5- 5- 5のうち,庭瀬の町並みについて取b出したのが次の図5- 5- 6である｡






図 5- 5- 8 庭瀬の宿場施設
荏(1) カンヌキ
o 高 札





























ここで,はじめて人馬賃銭の5割増がなされた文政元年よDかぞえて, 8度 目にあたる素永 6年
(1855)の党首さによ9,庭瀬よD各所への入鹿賃銭を表にあらわしてみれば,次の表 5- 5-
2のどとくとなる｡
表 5- 5- 2 庭瀬エb各宿への道法と人膚賃銭
｣■′ 庭瀬よb岡山宿 庭瀬エb西阿知村 庭瀬 よb倉敷村 庭瀬よb板倉宿
道 法 2 里 5 里 2里 8丁 1 里
人 足宅 人 元 賃 銭 40文 60文 46文 24文
三割増銭 12 18 14 7
計 52 78 60 51
軽尻馬菅 疋 元 賃 銭 55 90 dD 56
三割増銭 16 27 18 ll
計 69 117 78 47
本 馬宅 疋 元 賃 銭 80 124 90 48
三割増銭 24 56 27 14






とある｡ (r吉備郡史 j巷中P.2170)衷 5-5-2に上れば,たとえば庭瀬-岡山間で払 人足
1人についてそれまでは 40文であったのが,その5割の12文が増され,計 52文を支払わねば在
らなくなったのである｡また,碇尻馬 1匹について払 それまでの賃銭 55文に, 5割増の16文を
















どが厳 しく取締 られていることが, この高札 よりわかる.
ところで,表 5-5-2の一部を銀に換算 し,白米相当丑を求めれば,表 5-5-5のことくにな
る｡
襲 5-5-5 庭瀬往来における人馬賃銭の銀換瓶 と白米相当丑
庭 瀬 よ b岡山 ( 2里 ) 庭 瀬 よb西阿知 (5里 )
賃 銭 白米相当丑 賃 銭 白米相当丑
人 足壱 人 嘉 永 5 銀 8.匁 584 o升5合9勺 銀 D.匁 576 o升5台8勺// 6 D9 0.4 5 0ー 765 0.6
軽 尻 馬宅 疋 〝 5 0. 509 D.5 1 0. 864 0.8 7J(/ 6 675 0ー dO 1 14 10 2
本 属壱 疋 〝 5 0ー 768 0.7 7 1. 190 1.1 9
荏.表 5-5-2の人馬賃銭をr靴史総覧J(′J､発田淳他監修,昭和41年人物往来社発行 )
P.799,｢金 ･銀 ･銀相場襲｣によb銭から銀に換井し,同P.775｢米相場表 ｣によ





について白米約 5.8合が6_8合に,本属 1匹について約 1升 2合が1升 4合に増 しているoこの増加













ては,那 中柵 (郡中の村々全体でその入用をかまえること)であったOまた,遠見 ･才領 ･内天等の
























































































足守ノ大玖 米是ヨリ朝む 是 よD大坂追海上五十里 長品大船人
といった記述がみられるので,井手浜に比大船も比いってきて,足守でとれた米をここから頼み出す
ことがわかD,物資輸送がなされていたととが知れるO



































5- 5- 9 庭瀬港と航路
荘 1) ×qJa)部触 ･経年埋め立てられたもので･すくなくとも究文'延宝朋紬 いては∫
水路が通じていたことが絵図よbわかる｡




































痢片 窒々嵐 或機戎楓 多方借去其半.下骨花白軌 上布白骨一具仰臥,手脚連絡暑
可認其全馳 衆大嘩践板上下往兎 鱒 紗＼杷交下層焚:於派人馬之骸骨従而出,指其滞








臥 していた.なおよく調べてみると,人馬の骨が次々に出てきて その乱 人骨 15･尾骨 9 ･ 鋼鉄








港 して くる舟の目当てとなったのが常夜灯である｡これ也 庭瀬城内旋の庭瀬港の東北隅にあったが
rきびのさとJJra81(昭和 40年 5月1日発行 )によれば,創建は不明であるが,文政の頃の改築
と伝えられているけれども,確証のほど比ないとのことであるo
ところで,国務頚夫氏の F舟遇｣によれば,近代にはいって払 米倉で瀬取 bした肥料 ･石炭 ･児














元碑年中之此ク野崎助三郎浄悦之車夫ク 代々 相称之御用被仰付 只今迄相敷居申侯
とあるので,元醸年中(1688- 1705)の頃,野崎助三郎貞則(浄悦 )が原初に御用を勤め,
以後,代 野々崎家が勤めて寛政 10年までやってきたのであるo助三郎はrきびの卓とJJli14(昭




















































































































第 6章 近 代 化 の 胎 動




であ ったOかくして'無血に主権が交替し虎力棚 与明治元年正月鳥羽 ･伏見の戦いを発端として
戊辰槻争が勃発したO巌応三年十二月陀長州帯から,勤王討#のための出兵を勧告されて,討凍態勢
のも9あが っていた岡山藩は,同年末から亜年にかけて西宮替衛 ｡松山藩征討 ･浄山背その他柵 の
卦勢の審問など,つぎつぎと朝廷からの命を受け,それらを果してい ったOとのときの'庭瀬帝や戸
JI掛 目領の動向はいか様であ ったろうか｡『岡山腺の歴史』には･｢明治元年正月に岡山滞主から征
討大総骨仁弄時 宮への届け出によれば,足守 (木下氏)･岡田 (伊東氏) ･庭瀬 (板倉氏) ･新見


























































































































































･ 求々方之際二道過シ,御満足-申迄モ無之,地方官二於テモ聯 力其賓ヲ塞キ可申.就テ-自今銘 注々
意ノ本業架テ東知致懸鹿儀典,此旨不洩城 中遷.別蔽放形ノ通配収シ,戸長々々ニテ取崩メ,当四月











士族戸数) 167･ (士族人口) 461･ (前途目的ある人口) 5･ (営業生活の巨的夜く漠然日を












の『御遷御触野 口帳』 (旧撫川領撫川の庄駄 田家所蔵)によれば,その通達は,
｢在町 トモ若者之内-両虎隊ヲ挿置強盗其外異変之初防禦可致O右者土地之備迄二俣得者出兵尊者

































六十七入 内還 買手=人 建郎 β
六十五入 内/諾*買+A_人 下道郡











に入 っていたと思われるoJ(佳 14) と記きれているdこの間の実施例の･また実施される側の姿
勢の一端が,旧都字郡中撫川村の庄屋太田家所蔵の史料から伺われるだろう.
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上地』 (注･所有権の放棄を意味する)の申出として問題化されたO (注 16)｣とも記されてV･る｡
乗際,明治十年十二月三 日,高崎腺令は地租改正車券局総敦大久保利通に宛てて,元′｣＼田保管下備中
国′｣､田 ･後月 ･哲多 ･上房 ･賀陽 ･下道 ･浅口七郎ノ内村教一九ケ村の地租改正額引直しを政府に出
願している｡そして･下記の『地租延納年賦紅型 川 昨 水川の庄屋太田家所蔵)からはrそのよう
i:当時の状況の一端が伺われるだろうO
｢ 地租延納年賦証戟
明治九年分
- 金拾三円八拾二銭四厘 原野我■■
但 明治十四年ヨ7)同三十九年迄廿六ヶ年既壱ケ年金拾三成弐厘苑宋年金八厘滅海年二月醍
上納可仕候
明治十年分
- 金給電円五拾弐盛 岡
但 明治十四年ヨリ同三十九年迄廿六ケ年賦菅ケ年金四拾四銀三厘宛末年金弐厘増毎年二月
限_上納可仕候
合金三拾六円八拾六銭四厘
右者○明治十四年当麻甲○兼八拾弐号ヲ以地税延納年賦印許可相成難有仕合奉有償御成規之納期急
度上納可仕候依是年賦証審差上申処如件
明治十五年
I
備中国都宇部共有開墾地
地主総代
西El村
木村卓治
妹尾崎村
久山久舌
二子村
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